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令和５年度（　消防　）第２０号

工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

１.　工事場所

２.　敷地面積

３.　工事内容

棟名称

構　造

建築面積

延べ面積

Ⅲ．建築工事仕様

章 項     目 特    記    事    項

1.適用基準等

分別解体等の方法

・ 現場において再利用を図るもの(　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 再資源化を図るもの ・ コンクリート塊

・ アスファルトコンクリート塊

・ 建設発生木材

へ提出すること。

　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係

る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する

法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令によるほ

か、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処理し、監督員に

報告する。

(マニフェストA、B2、D、E票を提示すること。)

１
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

２.特記仕様

１.共通仕様

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　１） 建築工事標準詳細図

　２） 敷地調査共通仕様書

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成27年版）

2.発生材の

　処理等

・ 本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、

その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成

12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行

令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設

リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実

施について適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条

件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

作業の有無 分別解体等の方法工程

造成等

基礎・基礎ぐい

屋根

建築設備・内装等

・有　・無

・有　・無

・有　・無

・有　・無

・有　・無

・有　・無

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業

・手作業

・手作業

・手作業

・手作業

その他

(　　　　)

上部構造部分

・ 外装

・ 引渡を要するもの　・ 無　　　　・（　　　　　）

・ 特別管理産業廃棄物　・ 有(　　　　　　)　処理方法(　　　　　　)

　引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し監督員

(1.3.11)

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」及び

による。

　　　　・ 指定なし　　・ 図示(図面番号：　　　　）・（　　　　）

(1.3.5)

 下記で指定するもの以外は監督員と協議し決定する。

　　・ 施工可能日

　　・ 施工可能時間帯

　　・ 部位別の施工順序

　　・ 工事車両の駐車場

　　・ 資材置場

　　　　・ 指定なし　　・ 図示(図面番号：　　　　）・（　　　　）

　　　　・ 指定なし　　・（　　　　　　　　　）

　　　　・ 指定なし　　・　　　時～　　　時　

　　　　・ 指定なし　　・ 一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

3.施工条件

　部分使用

　・ 部分引渡しあり　　・ 部分使用あり

　・ 指定部分（　　　　　　　　　　　）

　　　時期（　平成　　年　月　日～　）

4.部分引渡し

 (1.3.3)　者

適用する

(1.5.2)

職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

1） 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能

 を有する新品とするほか「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建

 築材料等評価名簿」(最新版) と同等とする。品質が求められる水準

 者から購入するよう努めること。

5.電気保安技術

6.技能士

7.建築材料等

2） 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては極力市内の取扱業

 Ｆ☆☆☆☆以上とする。

3） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、

　濃度測定

(1.5.9)

ｴﾁﾙ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ
適用 施設用途 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾎﾙﾑ

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

●学校,教育施設

住宅

その他

　測定方法　・ パッシブ法　 ・ アクティブ法

　対象箇所　・ 図示(図面番号：      )　・ (　　　　　　　　）

　報告書提出部数　2部

　 の工法

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定

工法による。

　 の防止

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定され

た建設機械の使用に努めること。

8.化学物質の

9.特別な材料

10.騒音・振動

　電子納品とし、次のものを提出する。

年版))に従い撮影する。

・ 完成図作図範囲（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等）

・ 作成する (・ 完成図　　・ 保全に関する資料　　・ (　　　　))

 (1.7.1)

・ アルバム 1部 (大きさ 335mm×290mm程度 カラー)

・ 箇所数は外観４面各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できな

　い場合には、監督員と協議すること。

・ デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

　　（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

　　　CD　（部数は「18．電子納品」を参照）

　営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成28

　完成図はCADにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及

　び第28条に規定する権利を含む）は発注者に移譲するものとする。

11.工事写真

12.完成図等

13.完成写真

　工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共、既存にならい補修すること。

14.設計GL

15.養生その他

　発生時

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報すると

ともに、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日まで

に監督員に提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該

事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

　 優先使用

  本工事において、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方は

る者の中から選定するよう努めること。

名張市内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有す

16.事故の

　 が生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

  受けた場合

　の措置

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要

網第2条第1項第14号）を受けた場合の措置について

(1)受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱 第2

 　条第1項第12号)による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを

 　拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本

 　部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協

　 力を行った場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者への

　 報告は必ず文書で行うこと。

(3)受注者は、暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れ

18.不当介入を

・ 本工事（ ・ 建築工事　　・ 電気設備工事　　・ 機械設備工事）

・ 別途工事

1）消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

2）防火対象物使用開始届出書

　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を行う

こと。

　係の手続き

19.消防法関

1）現場施工に着手するまで期間

  資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間)については、主任

  技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

    なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員と

  の打合せにおいて定める。

2）検査終了後の期間

　  請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、

　　検査完成後、検査が終了し(発注者の都合により検査が遅延した場合を

　除く。)、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任

　技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終

　了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日と

　する。

　 中止

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、

労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う

工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関

する基本的事項を明らかにする。

　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全す

ること。

　労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある場合、そ

の措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、本工事の

　この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することに

より得られたものとみなす。

受注者を指名する。

計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

た場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画(以下「基本

　又は監理技術

　者の専任を要

　しない期間

　法に基づく

　措置

　労働災害防止

20.主任技術者

21.工事の一時 　名張市建設工事契約書の規定により工事の一時中止の通知を受け

　（１）保険の目的物　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

設工事保険又はその他の保険等に加入し、その加入証券等を提示しな

ければならない。

　（３）保険金額　　　　原則として請負金額に相当する金額

　                      での間

　（２）保険の加入期間　工事着手後速やかに加入し、完成引渡しま

22.労働安全衛生

23.火災保険等 　名張市建設工事請負契約書の規定により、火災保険、建

　また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、

　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」

欄により、下請業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。

速やかに対応すること。

状況を確認し、適用除外でないにも関わらず社会保険等が未加入である場

合には、早期に加入手続きを進めるよう指導を行うこと。

　下請契約に先立って、選定の候補となる業者について社会保険等の加入

請契約（受注者が直接締結する請負契約に限る。）の相手方としてはなら

ない。

　適用除外でないにも関わらず、社会保険等が未加入である建設業者を下

未加入対策

24.社会保険等

(2.3.1)

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

1.監督員事務所

規模

適用

100程度65程度35程度20程度10程度

監督員事務所の規模（単位：㎡）

・設置する。

構内既存の施設　　・ 利用できる　　・ 利用できない

7．交通誘導警備員

に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する

配置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

手すり先行専用足場方式により行うこと。

（厚生労働省平成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)

足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

構内既存の施設

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

構内既存の施設

2.仮設便所

3．工事用水

4.工事用電力

5.足場

３
　
土
　
工
　
事

・ 撤去　　　　・存置

1.埋戻し及び盛土

(3.2.3)

(表3.2.1)

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

・ 自由処分

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

　の処理

2.建設発生土

(3.2.5)

3.山留めの撤去

(3.3.3)

杭工事特記仕様書による。1.杭の施工管理

提示しなければならない。

　また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または

る引渡しを受けた日から１０年とする。

（第３８条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定によ

保管しなければならない。保管期間は契約書第３１条第４項又は第５項

な記録やプリントアウト紙等）は、受注者において全て適切に管理し、

施工管理資料の根拠となる資料（施工記録の原本、チャート紙、電子的

　共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した

　なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代

くこと。

替する記録を確保するための手法については、施工計画書に明記してお

　受注者は、杭の施工期間中は、１ 週間ごとに、その週に施工した杭

の施工記録を取りまとめ、翌週以内に監督員に、工事打合せ簿を添付し

紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督員の確認を受けること。

たうえで提出し、確認を受けること。また電流値が記録されたチャート

に講ずべき措置」（平成28年3月4日）

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するため

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

4.根拠資料

3.施工記録

2.適用基準

４
　
地
　
業
　
工
　
事

 以上であれば、市内生産品の優先使用に努めること。

17.市内企業

・ 工事車両、トラック等大型車両通行時

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編）平成31年版」(以下「標準仕様書」という。)

建築工事特記仕様書１

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

鉄骨造　　　１階建

三重県名張市葛尾字道垣内１５４番

名張市消防団薦原分団　葛尾ポンプ庫

 14.77 m2

 14.77 m2

電気設備図参照

8 17

０８

・ 図示のベンチマーク(B.M)　BM+0.33=設計GL(10.33)

 45.63 m2

２５

　　　　　（B.M　　　mm）10.00

Ａ－０１

A-08

A-08



10.地盤改良 基礎下　表層改良

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／－

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

支持地盤の位置、種類　・ 図示（図面番号：　　　）　・（　　　　）

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

6.杭の支持地盤

(4.2.2) 試験掘

5.試験杭及び

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

(4.2.3)

8.杭の載荷試験

　位置ずれ

7.水平方向の

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

（     ）mm以下

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

(4.2.4) 試験

報告書　　・ 提出部数　2部

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部9.地盤の載荷

　ポリエチレンフィルム厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・（　　　　）

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

施工範囲　　・ 図示（図面番号：　　　　　）　

(4.6.5)

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）            

 地業 (4.6.4)

(4.6.3) 地業 ・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

　　・ 室内配合試験

　　・ 六価クロム溶出試験

・(               )工法

11.砂及び砂利

12.捨コンクリート

13.床下防湿層

４
　
地
　
業
　
工
　
事

　・ 標準仕様書[表5.3.4]　　・図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示（図面番号：　　　　）

　・ 標準仕様書[5.3.4](c)(1)

５
　
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

・SD345

・SD295B

・SD295A

・D19以上

・（　　　　）

・D16以下

備 考径種類の記号

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

網目の形状、寸法

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

2.溶接金網

1.鉄筋の種類

(5.2.1)

(5.2.2)

5.鉄筋のかぶり

厚さ及び間隔

(5.3.4)

(5.3.5)

軽量コンクリートで土に接する部分

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

6.各部配筋

(5.3.7)

7.圧接完了後 抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験

(5.4.9) の試験

部 位径

・ 重ね継手

・ ガス圧接

3.内法直径

(5.3.2)

4.継手

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

継手位置

　・ 各部配筋参考図による

鉄筋定着

普通コンクリートの設計基準強度

(6.10.1)

(6.11.3)

(6.11.1)

(6.2.4)

(6.2.2)

(6.2.1)

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

使用骨材による

種類及び強度６
　
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・21(N/mm2)

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 施工時期 スランプ

・18(cm)

軽量コンクリートの設計基準強度

・

・

・  　(N/mm2) ・　(cm)

設計基準強度 Fc スランプ
気乾単位

容積質量

・　　t/m3

種類適用箇所

2.コンクリートの

　類別 (6.2.1)

(表6.2.1)

3.コンクリート

 の仕上り

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

　・ A種    ・ B種    ・ C種

(6.2.5)

4.セメント

(6.3.1)

(表6.3.1)

類別   ・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類

・ 大臣認定品　　図示（図面番号：　　　　）

種類　　・ 普通ポルトランドセメント、混合セメントA種

　　　　・（　　　　　　）

　・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

高炉セメントB種又はフライアッシュセメントB種

(6.3.1)

5.骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工

事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で行い、

試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が、

生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を行うこと。

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

    (6.3.1)

6.混和材料

    (6.3.2)

混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

8.コンクリート

　強度試験

圧縮強度試験の供試体の材齢

(6.9.3)

　・ 材齢28日　　　・型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

(6.8.3)

(6.8.2)

7.型枠 材料　　・複合合板　　(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

打増し厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　　）

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

　　・ 図示(図面番号：　　　　）

スリーブの材種、規格等

(表6.8.1)

　・ 標準仕様書[表6.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

・ 常時土又は水に直接接する部分　　図示（図面番号：　　　　）

９.寒中コンク

リート

適用期間(　　　　　)

　・ 調合管理強度、調合強度を積算温度を基に定める(6.11.2)

(6.12.2)

10.暑中コンク

リート

構造体強度補正値(S)

　・ 6　N/mm2　　　・（　　　　　）

リート

(6.14.1) 設計基準強度　　　・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

スランプ　　　　　・ 15cm　　　・ 18cm

適用箇所  標準仕様書[6.14.1]

　　　　　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

11.無筋コンク

（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨

・ 適用する1.施工管理技

術者

2.製作工場

(7.1.4)

(7.1.3) 製作工場の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　・J　　・R　　・M　　・H　　・S

3.鋼材

　・ 図示(図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料等、ボルトの径

　・ 行わない　　・ 行う　　　試験方法等　・（　　　　　　）

すべり係数試験

　・ 図示（図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

高力ボルトの径

　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト1種(F8T相当)

　・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

　・ トルシア形高力ボルト2種(S10T)　

種類       

(7.4.7)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.3)

4.高力ボルト

5.普通ボルト

７
　
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

(7.2.1)

JIS形、ナット回転法かつボルト長がねじの呼びの5倍を超える場合

　・ 回転量（　　　　）°

      (7.2.6)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

  ・ A種  　・ B種　  ・ C種 

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み  

　建方用　・図示（図面番号：　　　　　）・SS400　   ・ (      )

適用箇所及び種類

(表7.2.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

(7.3.2)

(7.2.4)

      (7.2.5)

  ・ 標準仕様書[表7.2.3]

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.5](a)(b)以外の溶接材料

材料

　　（　　　　　　）

種類及びねじの呼び等

建築用ターンバックル胴　　　　・割枠式　　　　　・（　　　　）

建築用ターンバックルボルト　　・羽子板ボルト　　・（　　　　）

6.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

7.溶接材料

8.ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

材質、形状及び寸法　　・ 図示(図面番号：　　　　）

溶接方法　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

柱底均しモルタルの工法、厚み

無収縮モルタルの材料及び調合

10.ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

11.柱底均し

　モルタル

(7.2.7)(7.7.8)

     (7.2.9)

     (7.10.3)

  (表7.10.2)

　・ 標準仕様書[7.2.9](b)    ・ (  　　)

(7.6.11)

試験の種別                                       

・ 超音波探傷試験 　　 ・ （　　　　　）

溶接区分 AOQL(%) 検査水準 備 考

・ 2.5
現場溶接

・ 4.0

・ 2.5
工場溶接 ・ 6

・ 4.0

・計数連続生産型抜取検査

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

  ・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]　　（　　　）種

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・ 行わない　　・ 行う

　　種類

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]  (     )種

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.2]  (     )種

(7.8.3)

　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

12.溶接部の試験

13.錆止め塗装

接合部（ボルト接合の場合）

(7.11.2)

14.軽量形鋼構造

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法

種類　　　　　　　　　・ 空洞ブロック16

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ 21N/mm2    ・ （　　　　　）

コンクリートの調合　　・ 標準仕様書[表8.2.2]以外のとき(8.3.3)

(8.2.5)

(8.2.4)

(8.2.2)

　ブロック造

1.補強コンクリート

2.コンクリート

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

(8.3.2)

(8.3.3)

 及び塀

 ブロック帳壁

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

ブロックの種類　　　　・ 標準仕様書[表8.3.1]

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法、ブロックの厚さ

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

化粧　　　　　　　　　・ 有り　　・ 無し

８
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

・(    )

(表8.4.3)

(8.4.5)

(表8.4.2)

(8.4.4)

(8.4.3)

(8.4.2)

3.ALCパネル

・間仕切

・床

・屋根

　壁パネル

・外壁
・A種　・B種

・E種
・C種　・D種

構法

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

耐火性能

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・150
　パネル

・ F種・120

・100

　パネル
・ F種・100

・100

　パネル

・100

(N/mm2)
幅(mm)厚さ(mm)

荷重種類
呼び寸法単位

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する (材料：　　　　)

外壁、屋根及び床パネル構法

パネル幅を300mm以下とする部分　　　・ 適用あり

　　　風圧力に対応した工法　　・ 適用あり

出隅、入隅等の取合い部の伸縮目地幅(mm)      ・ (      )

種　　別 施　工　箇　所1.アスファルト

　防水

(表9.2.3)

～(表9.2.8)

(9.2.2)

(9.2.3) 改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート

　・ ポリエチレンフィルム（厚さ　0.15mm以上）

　・ フラットヤーンクロス（70g/㎡）

押え金物　

　・ アルミ製　L30×15×2.0    ・図示（　　）

断熱材

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　・ 屋根保護防水断熱工法

　・ 屋根露出防水断熱工法

９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （100）

・ 図示(構造図）

混和材料   ・図示（構造図）

材質、形状及び寸法　　・ 図示（構造図）

　・ 図示（構造図）

　・ 図示(構造図）

　構造用　・図示（構造図）・SNR400B   ・ (      )

　・ 図示（構造図）

　　・ 一軸圧縮試験（基礎下）

・18(cm)

基礎

土間・外構

　・ A種 ( 30 )mm    ・ B種 (  )mm

Ａ

建築工事特記仕様書２
Ａ－０２

メーカーの仕様による　・ 普通ボルト接合　　・ （　　　　　　　　　　　）

０８ ２５

+6Nの時期

・21(N/mm2)

・24(N/mm2) ホース乾燥塔根巻 ・15(cm)
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1級

９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

仕上塗料

種　　別 施　工　箇　所

(9.3.2)

(9.3.3)

(表9.3.1)

～(表9.3.3)

2.改質アスファルト

　シート防水

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

脱気装置

(9.3.3)

断熱材                                 

　・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

  　 種類　（　　　　）　　　厚さ（　　　）mm

種　　別 施　工　箇　所3.合成高分子系

　ルーフィング

　シート防水

(9.4.2)

  (9.4.3)

(表9.4.1)

  (9.4.2)

(表9.4.2)

(表9.4.3)

ルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート

  ・ 発砲ポリエチレンシート 　　・　（　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

  (9.4.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

固定金具　　材質、寸法形状（　　　　　　　）

断熱材　　　材質、厚さ（　　　　　　　　　）

Y-2

Y-1

X-1

X-2

種　別施　工　箇　所

脱気装置（ X-1 )

4.塗膜防水

(表9.5.1)

(表9.5.2)

(9.5.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

保護層（ Y-2 ） 　・図示（図面番号：　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

(表9.7.1)

(9.7.3)

(9.7.2)

(9.7.5) 接着性試験

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験

種 類目地寸法施　工　箇　所

5.シーリング

使用

部位

種類

(名称)
品質

・ 2等

・ 1等

寸法・厚さ

(mm)

表面

仕上げ

・ 粗磨き

・ 水磨き

・ (    )

・ (    )

工法 形状

1.天然石

(10.2.1)

(表10.2.1)

(表10.2.2)
床

壁

(表10.2.1)

(10.1.3)

　
石
　
工
　
事

10

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　・ (        )

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する               

(10.1.5)

(10.3.2) ジェットバーナー仕上面　　　・手加工あり　・機械加工バフ仕上あり

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

(10.2.1)

(表10.2.2)

2.テラゾ

・大理石

使用

部位

種石の

種類

・ 大理石

種石の

大きさ

・ 1.5～12mm

寸法による

区分

・ 300型

・ 400型

表面仕上

・ (    )

使用

部位

種石の

種類

・1.5～12mm

大きさ

種石の

・平もの

・役もの

形状 仕上げ面

・ 片面

・ 両面

表面仕上

・(    ) ・(    )

テラゾタイル

テラゾブロック

寸法

(mm)

(10.1.3)

(10.1.5)

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する               

タ

イ

ル

工

事

11

1.伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

タイルの種類2.陶磁器質

　タイル張り

特注色

標準・
Ⅲ
類(

陶
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅰ
類(

磁
器)

区分(きじ)
耐
滑
り
性

う
わ
ぐ
す
り

耐
凍
害
性

形
状
寸
法

工
　
　
法

役
　
　
物

施
工
箇
所

(表11.2.3)

　　シーリング材

　　　　打継、ひび割れ誘発目地　・PU－2　　・（　　　）

　　　　伸縮、その他目地　　　　・MS-2  　 ・（　　　）

位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]

　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

(11.2.2)

・ 役物　　（　　　　）

・ タイルの試験張りを行う

・ 見本焼きを行う

(11.2.7)

(11.3.7)

(11.3.2)

(11.3.4)

(表11.3.2)

　　コンクリート素地面の処理

　　　・ 適用箇所　図示(図面番号：　　　　)

　　　・ 目荒し工法　　　・ ＭＣＲ工法

接着剤あと張り工事

セメントモルタル塗り又は接着剤あと張り工事

木

工

事

12

1.木材 見え掛り部の表面仕上げ

(12.1.4) 　・ A種　　　・ B種　　　・ C種

(表12.2.1)

(12.7.1)

(12.6.1)

(12.5.1)

(12.4.1)

(12.2.1)

(表12.1.1)

木材の含水率

　　適用箇所　（　　　　　　　　　　）

　・ A種　　　・ B種

　・ A種　　　・ B種

造作材

下地材

種別部材名称

2.製材

(12.2.1)(b)(1)

製材

｢製材の日本農林規格｣による製材

（図面番号：　）
広葉樹製材

針葉樹製材

下地用

針葉樹製材
造作用

樹種・寸法・形状 等級 含水率

・図示

（図面番号：　）

・図示

・図示

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）
・10%以下

木
　
工
　
事

12

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

(12.2.1)

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　厚さ、表面の品質、含水率及び防虫加工

｢単板積層材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

　厚さ、表面の品質及び防虫加工

　樹種、寸法、化粧薄板の厚さ及び含水率

｢単板積層材の日本農林規格｣による造作用単板積層材4.単板積層材

(12.2.1)

(12.2.1)

化粧薄板厚さ

集成材

化粧ばり構造用

集成材

化粧ばり造作用 ・（　　　）

・（　　　）

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

等級樹種・寸法・形状

｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

造作用集成材3.集成材等

｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

造作用集成材　
石
　
工
　
事

10

部材 接着 板面の 防虫
樹種名 等級 厚さ

名称 の程度 品質 処理等
　及びその他の

　合板

(12.2.1)

構造用合板の強度等級

パーティクルボード

(12.3.1)

(12.3.2)

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤加圧注入

　適用部位、保存処理性能区分　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤の塗布等

　処理方法　　・ 標準仕様書[12.3.1](3)(ⅱ)　　・（　　　　　）

ボード原料接着剤への薬剤混入

　　・ (　　　　　　　　)

防虫処理

　　・ (　　　　　　　　)

5.床張り用合板

6.防腐・防蟻処理

　表裏面の状態、曲げ強さ、接着剤、難燃性による区分、厚さ等

　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

屋

根

及

び

と

い

工

事

13
厚さ

屋根葺形式 材種 備考
(mm)

・ 塗装溶融55%

アルミニウム－亜鉛 ・0.4
　 ルーフィング940

合金メッキ鋼板

下葺の種類

1.長尺金属板

(13.2.2)

(13.2.3)

(表13.2.1)  ・ アスファルト

葺

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　 亜鉛合板めっき鋼板

2.折板葺

(13.3.2)

(13.3.3)

・ はぜ締め形

・ 重ね形

緊結方法

材種 軒先面戸板

・ あり

・ なし

風圧力及び積雪荷重に対応した工法

雪止め　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

耐風圧及び積雪荷重に対応した工法

   ・ 図示（図面番号：　　　　)

板厚(mm)
山の高さ

(mm)

山のピッチ

(mm)

・ 0.8
・ (　　)

耐力区分

(表13.5.5)

(13.5.3)

(表13.5.1)

(13.5.2)

材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

　　　　　・ (　　　　　　)

鋼管製といの防露巻工法

　・ 標準仕様書[表13.5.5]　　・ （　　　　　）

3.とい

5.軽量鉄骨

　天井下地

(14.4.2)

(表14.4.1)

(14.4.3)

野縁などの種類

　屋内    ・ 19形    ・ (　　　　　　)

　屋外    ・ 25形    ・ (　　　　　　)

(表14.4.2)

(14.4.4)

屋外の野縁受等の間隔　　・ 図示(図面番号：　　　　)

吊りボルトの水平補強、斜め補強

　・ 天井ふところ＞3.0m 　図示(図面番号：　　　　　)

　                       ・ 図示(図面番号：　　　    )

・ 耐風圧の補強　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 耐震天井　　　　　図示(図面番号：　　　　)

6.軽量鉄骨壁

　下地

スタッド、ランナーの種類  

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(14.5.3)

(表14.5.1)

スタッドの高さ5m超

　・ 標準仕様書[表14.5.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ 天井ふところ≧1.5m　・ 標準仕様書[14.4.4](h)

4.鉄鋼の亜鉛

　めっき

(14.2.3)

亜鉛めっきの種別

　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　・ F種

14

金

属

工

事

1.あと施工

　アンカー

(14.1.3)

引抜き耐力の確認試験　　　・実施する　　　　　　　　　　　　

　設計用引張強度　　・ (　　　　　　)

2.ステンレス 表面仕上げ　　　・ HL仕上げ　　　・（　　　　）

(14.2.2)

(表14.2.1)

　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ D

表面処理の種別

陽極酸化被膜の着色方法　　・ 二次電解着色　　・（　　　　）

　　常温乾燥形の塗装　　　　・（　　　　　）

(14.2.1)

吊りボルトの補強方法（＠900mm超）  ・図示(図面番号：　　　)

取付箇所 材種 寸法 形式

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
・ 天井

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製7.天井見切縁

8.点検口

　　・ 1級

樹種　　　・ 米栂

　　　　　厚さ(mm)　　・ 5　　・ 4

　　　　　防火性能　　・ (　不燃　)

既製目地材      ・ 使用する　　図示（図面番号：　　　　　）1.モルタル塗り

　　(15.2.2)

　　(15.2.5)

床の目地　　　　・図示（図面番号：　　　　　　）

2.セルフレベリング

　　(15.4.2)

種類　　・ せっこう系　　　・ セメント系

下地モルタルの接着力試験（外壁タイル張り等）　　・実施する
15

左

官

工

事

9.角波
ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

外壁　ガルバリウム鋼板 t=0.5　既製品

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

100角 接着貼り 標準1F便所壁

・ 91

3.ｱﾙﾐﾆｳﾑ

建築工事特記仕様書３
Ａ－０３

・ 標準仕様書[表9.7.1]による

・ 外壁、サッシ周囲等

・ サッシ周囲等

断熱材　　種別　・ ガラス繊維シート　・  ポリエチレンフォーム

・ 0.5

メーカーの仕様による・ （　　　　　　　　　　　）

・ (　　　)24.5
500・ (　　　)

０８

変成ｼﾘｺｰﾝ系

ｼﾘｺｰﾝ系

２５

油性系・ その他（ガレージ部土台等）

・ その他（ガレージ部屋根等）
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15

左

官

工

事

　・ セメントスタッコ以外の場合　 材所要量(　　　　kg/㎡)

(表15.5.2) 複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

厚付け仕上塗材

3.仕上塗材仕上

(15.5.2)

(表15.5.1)

種 類

・外装薄塗材E
・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状ジュラク・内装薄塗材E
薄付仕上塗材

工　法仕 上 形 状呼 び 名

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　)

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・外装厚塗材C

・(　　　　)・(　　　　)・(　　　　)

・ひき起こし

・複層塗材E

・複層塗材RE

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・こて

・吹付け

・吹付け

・ローラー

・防水型複層塗材E

・防水型複層

　塗材RE

・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

軽量骨材

仕上塗材

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・吹付け

・こて・平たん状

・砂壁状

　　　　・JIS A 6909 調湿形

複層仕上塗材の耐候性　　・ 耐候形３種　　・（　　　　　）

外装厚塗材Cの上塗材

複層仕上塗材
・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

内装薄塗材、内装厚塗材（吸放湿性を有するもの）

・ ポリウレタン系

・ シリカ系

・ アクリル系

・ ふっ素系

　 シリコン系

・ アクリル

ALCパネルの内壁目地　　　・ V形目地付き　　　・（　　　　　）(15.5.4)

(15.5.7) 仕上塗材の所要量等の確認方法　・ 標準仕様書[表15.5.4]　・（　　）

(15.8.3)

　吹付け

仕上げ吹付け厚さ　　（　　　）mm4.ロックウール

16

建
　
具
　
工
　
事

1.防火戸

(16.1.3) ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動するもの

防火戸の指定　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

　　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

(16.2.2)

(16.2.4)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

建具の見込み寸法　・ [表16.2.1]　　・ 図示（図面番号：　　　）

結露水の処理方法　　　・(    　   )

(16.2.5)

外部建具の性能等級等

内部建具

2.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

網　目　　・16メッシュ　　・18メッシュ　　・（　　　　）

　　　　　・ステンレス（SUS316）  ・（　　　　　）

網の材質　・合成樹脂　　・ガラス繊維入り合成樹脂(16.2.3)

形式　　　・可動式　　　・固定式3.網戸

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

(16.4.2)

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(表16.2.1)

(表16.4.1)

(16.4.3)

(16.4.4)

(表16.4.2)

(16.6.5)
(16.6.4)

鋼板類の厚さ　　・ [表16.4.2]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.4)

鋼板類の表面仕上げ

　　・ 塗装　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板

　　・ ステンレス鋼板（・HL　・鏡面）

召し合せ、縦小口包み板等の材質

　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合板押出形材

鋼板類の厚さ　　・ [表16.5.1]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

　建具

9.ステンレス製

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

ステンレス鋼板　　・ SUS304　　・ （　　　　）

(16.6.2)

(16.6.3)

表面仕上げ 　　　 ・ HL　　　　・ 鏡面仕上げ                 

曲げ加工    　　　・ 普通曲げ  ・ 角出し曲げ

鋼板の種類、めっき付着量

　　　　　・ JIS G 3302　  ・Z12  ・F12  ・（　　）

　　　　　・ JIS G 3317 　 ・Y08         ・（　　）

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

4.鋼製建具

5.鋼製軽量建具

10.木製建具

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.3)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　

(表16.7.6)

(16.7.4)

レバーハンドル、クレセント等の取付け位置

フラッシュ戸、戸ぶすまの合板

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

　　　　　　　　・ 監督員と協議の上システムを決定する

キーボックス　　・ 要　　・ 不要

11.建具用金物

(16.8.2)

(表16.8.1)

金物の種類、見え掛かり部等の材質等

(16.8.4)

(16.8.3)

　・ 標準仕様書[表16.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　）

戸の見込み寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　引戸の召合わせ　　・ いんろう付き　図示（図面番号：　　　　）

フラッシュ戸の形状

かまち戸　　かまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　種類、材面の品質　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　接着の程度　　・ 1類（水掛り）、2類（その他）　・（　　　　）

　表面板の厚さ　　　・ 標準仕様書[表16.7.6]　　・（　　　　　）

ふすま　　　　　　　上張の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　　　　　　縁の仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

留め材　　　・ シーリング　　・ ガスケット(　　　　　　)

ガラス溝の寸法、形状等

　・ 標準仕様書[表16.14.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

熱線反射ガラスの映像調整　　　・実施する

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.4)

(表16.14.1)

板ガラスの種類、厚さ、特性による種類等

(16.11.2)

(表16.11.1)

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

シャッターの種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

鋼板の種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　　　・めっき付着量　　・Z12  ・F12  ・（　　）

管理用シャッター、外壁用防火シャッター

　　・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

管理用シャッターのシャッターケース　・ 図示（図面番号：　　　）

12.重量シャッター

14.ガラス

1.材料

塗
　
装
　
工
　
事

2.施工一般

～(18.14.2)

(18.2.2) 種類

塗料塗り

種別

SOP ・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

EP

施工箇所
素地

ごしらえ

錆止め塗料

の種類

下地の

種類

ボード面

施工箇所3.耐候性塗料

　塗り(DP)

(18.7.2)

(表18.7.1)

上塗り等級 ｺﾝｸﾘｰﾄ,ECP面における種別

・ 1級　・ 2級 ・ A種　・ B種

・ C種

(18.7.4)

下地の種類

内
　
装
　
工
　
事

2.ビニル床タイル

　張り

(19.2.2)

寸法 種類 厚さ(mm)

・ 300×300 ・ コンポジションビニル

　 床タイル

半硬質 ・ 2.0

・ コンポジションビニル

　 床タイル

軟質 ・ (　　　)・ 450×450

・ ホモジニアスビニルタイル ・ (　　　)

1.ビニル床シート

　張り

(19.2.2) ・ 突付け・ (　　　　) ・ 柄物

種類 厚さ(mm)色柄

・ NC　　・ NF ・ 無地 ・ 溶接

継目

・ 2.0

・ (     )

16
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17

18

高さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 60mm

厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 1.5mm以上(19.2.2)

下地　　・　モルタル　・　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ　・　木造

　　　　・（　　　　　　　）

(19.2.3)

継目　　・ 突付け　・ 熱溶接工法

(表19.3.1)

(表19.3.2)

(19.3.3)

(19.3.4)

3.ビニル幅木

4.施工

5.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

　 カーペット

色柄 パイル形状種別

　 カーペット

・ 無地

・ 柄物

パイル長

・ 5～7mm

・ 4～6mm

・ ループ

・ カット ・ 全面接着

・ タフテット ・ グリッパー

・ 無地

・ 柄物

・ ニードル

　 パンチ

総厚さ

・ (　　　)

・ 全面接着

・ 無地

・ 柄物

・ ループ

・ カット

・ タイル 総厚さ、サイズ ・ 全面接着

　 カーペット ・ 6.5mm ・

・ 500角 ・

パイル長・総厚 工法

・ 弾性ウレタン塗床材(JISK 5970)

(19.4.2)

(表19.4.4)

～(表19.4.8)

(表19.4.5)

　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂塗床材(JISK 5970)

　　・ 薄膜流し展べ仕上げ

　　・ 厚膜流し展べ仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 樹脂モルタル仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 塗膜型塗床材仕上げ

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

スラットの形状　

(16.12.2)

(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

スラットの材質、めっき付着量

　　　　　　・ JIS G 3322  ・ AZ90         ・（　　）

13.軽量シャッター 6.合成樹脂塗床

　　　　　　　　　　　　　　・　(透明塗料塗り)ラワン　・　(不透明塗料塗り)しな

　張り

(19.5.2)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

材料　　・　単層フローリング

　　　　　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(1等)　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(1等)　

　　　　　・　ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(1等)

　　　　・　複合フローリング

・ (　　　　)

・ なら

　 (根太張用)

　 (根太張用)

・ 複合フローリング

・ フローリングボード

・ C種

・ B種

・ A種

材料 樹種種別

・ 釘留め工法

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 接着工法

　　　　　・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　　　　・ 生地のままワックス塗り

　　　　　・ (　　　　　　)

種別　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種

(19.6.2)

(表19.6.1)

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

材料 樹種

・ なら

・(　　 )

厚さ(mm) 大きさ(mm)

・ C種

・ A種

・ B種

裏面緩衝材

・　合成樹脂発泡シート

現場塗装

　仕上げ　・ ウレタン樹脂ワニス塗り(・ A種　　・ B種)

　・ D種の畳床TK-（　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ)

　その他のボード

　及び合板張り

(19.7.2)

(19.7.3)

(表19.7.1)

(表19.7.4)

(表19.7.5)

・ せっこうボード

・ トラバーチン模様・ 化粧せっこうボード

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様 ・ (　　　　　　)

壁

天井

・ 9.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ (　　　　　　)

・ 9

厚さ(mm)種別材種

・ 9.5(準不燃)

・ 12.5(不燃)

・ ロックウール化粧

　 吸音板

・ けい酸カルシウム板 ・ タイプⅡ0.8FK

合板張り

　・　普通合板　表面の樹種　・　生地のまま

　　　　　　　　　　　　　　・　(　　　　　　　　　　　)

　　　　　　　　品質（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　　　　　　　　品質（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　天然化粧合板　化粧板の種類　・（　　　　）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　特殊加工合板　化粧加工の方法

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　　　　・　オーバーレイ　・　プリント

　　　　　　　　　　　・　塗装　・（　　　　　　）

　　　　　　　　表面性能（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

8.フローリング

9.畳敷き

10.せっこうボード、

防湿処理　　・ 図示(図面番号：　　　)

内
　
装
　
工
　
事

18

水切り板、ぜん板等　　・図示（

・ 耐風圧強度　メーカー仕様による

　　　　　　・ メーカー仕様による

　・ メーカー仕様による　　・ オーバーラッピング形

　・ 図示

防火材料の指定箇所(　1階車庫 壁、天井　)

木面

鉄骨
・ 3級(ｳﾚﾀﾝ樹脂)

・ 9.5(準不燃)

・ 6.0(不燃)

・ 8.0(不燃)

・化粧ケイ酸ｶﾙｼｳﾑ板 ・ 6.0(不燃)・ UVコート仕上げ

FS

建築工事特記仕様書４
Ａ－０４

鉄鋼面

メーカーの仕様による　・ A種　　・ B種　　・ C種　　　・（　　　　　　　　　　　）

　・  FL+1500以内　　　・（　　　　　　　　　　　）メーカーの仕様による

０８ ２５



エラスタイト

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／－

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

・ コンクリート

遮音シール材

　・ 適用する(・ シーリング材　　・ ジョイコンパウンド)

せっこうボードの目地工法

　・ 継目処理　　・ 突付け　　・ 目透し

(19.7.2) ・ 25

種別材種 工法

・ 吸音用グラス

　 ウールボード

・ グラスウール

　 成型板

・ 2号32K ・ グラスクロス19

・ 化粧ボタン止め

　 メッシュ張り(小口共)

　(タテ、ヨコ共@300程度)

厚さ(mm)

特定フロンを含まないもの

11.吸音材張り

合板類の張付け　　・ B種　　・ A種

下地　　・　軽量鉄骨　　・　木造　　・（　　　　　　）

(19.8.2)

施工箇所 材料 防火性能 品質

素地ごしらえ

(19.9.2)

12.壁紙張り

13.断熱材

・　フェノールフォーム断熱材

施工箇所 材種 種類 厚さ(mm)

・　硬質ウレタンフォーム断熱材

・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・　押出法ポリスチレンフォーム保温材(スキンなし)

・　A種硬質ウレタンフォーム保温材

・　フェノールフォーム保温材(3種2号を除く)

せっこうボード面　　　　　・ B種　　・ A種

コンクリート面　　　　　　・ B種　　・ A種

モルタル・プラスター面　　・ B種　　・ A種

(20.2.5)

表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板

　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

幅木　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製

1.トイレブース

5.階段滑り止め ・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

・ (　　　　　　)

工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

(20.2.6)

6.黒板及び

　ホワイトボード

(20.2.8)

寸法　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：　　　　)

黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)

黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)

8.表示

(20.2.10) ・ (　　)・ 室名札

・ (　　) ・ (　　)

・ アクリル

区分 材質

・ (　　)

取付方法厚さ

・ 案内板

・ (　　)

・ アクリル

・ (　　)

・ (　　)・ (　　)

・ (　　　)

　 スクリーン印刷

・ シルク

　 スクリーン印刷

・ シルク

寸法 印刷等の種類

・ (　　　)

・ 5mm

・ 5mm

・ 衝突防止表示　　　　図示（図面番号：　　　　）

・ 非常用進入口表示　　図示（図面番号：　　　　）

(20.2.12)

・ アルミニウム

・ 横形

・ 縦形

ブラインド

ブラインド

・ (　　)

　合金 ・ (　　)

・ 25 ・ 鋼製

・ (　　)

・ (　　)

スラット 開閉方式

成形幅(mm)

スラットの

・ アルミニウム

ボトムレールの種類

形式

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ 80

・ 100

・ (　　)

ヘッドボックス・10.ブラインド

12.カーテン及び

　カーテンレール

(20.2.14)

カーテンの形式等

・ (　　)

きれ地

・ ドレープ

・ レース

・ 図示(　)

・ (　　)

ひだの種類 形式 開閉操作

・ フランスひだ

・ 箱ひだ　・ つまひだ

・ (　　　　　　)・ 暗幕

・ 片引き

・ 引分け

・ 手引き

・ ひも引き

・ 電動

(遮光(　)級)

・ プレーンひだ　・ 片ひだ

カーテンレール　　・ アルミ製　・ ステンレス製

強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

内
　
装
　
工
　
事

18

19

雑
及
び
そ
の
他
工
事

20

外
　
構
　
工
　
事

・ ネットフェンス　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 排水溝

(21.2.1)

(表21.2.1)
備考呼び径管の種類材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

排水管用材料

・ 排水桝

材質 用途 適用荷重 備考メインバーピッチ

(21.2.1)

・　適用荷重（　　　）

(22.2.2)

(22.2.3)

(表22.2.2)

(22.2.4)

(22.2.5)

　添加量(　　　　)kg/㎡(目標CBR　　・ 5以上　　・ (　　　　))

　　　　　・ 消石灰(　　　　)号

　　　　　・ フライアッシュセメントB種　　・ 生石灰(　　　　)号

　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

添加材料による安定処理

路床安定処理　　・ 行う

　・ フィルター層　　・ 砂　　

　・ 凍上抑制層　　・ 切込み砂利　　・ 砂　　・ (　　　　　　)

　・ 遮断層　　・ 川砂　　・ 海砂又は良質な山砂

路床の材料（厚さは図示（図面番号：　　　　））

・ 透水性アスファルト舗装

・ アスファルト舗装

・ カラー舗装

・ 再生クラッシャラン

・ クラッシャラン

　 鉄鋼スラグ

・ インターロッキング

　 ブロック舗装

・ (　　　　　　)

・ クラッシャラン

・ (　　　　　　)

舗装の種類 舗装の厚さ(mm)

車道部　　歩道部

路盤材料

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

(22.3.2)

(表22.3.1)

(22.3.3)

(表22.3.2)

(22.3.5)

　舗装 　　　　　　　　・ A-3-10　　・ (　　　　　　)

表層及び基層の種類

　・ 加熱アスファルト混合物　　・ 再生加熱アスファルト混合物

路盤材料

　・ クラッシャラン　　・ 再生材クラッシャラン　　・ (　　　　)

シールコートの施工　・ 行う（適用範囲　図示（図面番号：　　　　))

(22.4.2)～

(22.4.6)

(表22.4.1)～

(表22.4.6)

試験　・　アスファルト混合材等の抽出試験

早強セメント　　・ 使用しない　　・ 使用する

　舗装 注入目地材料　　・ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

構造　　　　・標準仕様書［図22.5.1］　　・（　　　）

(22.5.2)～

(22.5.6)

(22.6.2)

(22.6.3)

種類

　・　加熱系　構成及び厚さ（　　　　　　　　　）

　　　　混合物　・　アスファルト　・　石油樹脂系

　　　　添加材　・　着色骨材　・　自然石

　・　常温系　

　　　　着色部下部　・　アスファルト舗装　・　コンクリート舗装

舗装材料及び厚さ

ストレートアスファルト

　　厚さ(mm)　・（　　　）　・ 図示(図面番号：　　　　)

　ファルト舗装

(22.7.2)

(表22.7.1)

・ 通路部　　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

(22.9.2) ・ 建物周囲　　・　B種　　・ A種　　・ (　　　　　　)

1.フェンス

2.排水管

3.排水桝等

4.舗装工事

・ アスファルト

・ 路盤

・ 路床

・ カラー舗装

・ 透水性アス

5.砂利敷き

(23.3.2)

(23.3.3)

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱材

　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

　枯補償

(23.3.4)

6.植樹

　新植樹木の

種類　　・ コウライシバ　　・ ノシバ　　・ (　　　　)(23.4.2)

(23.4.3)

7.芝

・　繊維系断熱材 ５０グラスウール24K

　　種類及び寸法　・ 図示

　　種類及び寸法　・ 図示　　種類及び寸法　・ 図示

・ ふた/グレーチングの種類　・ 図示

　・ 図示

舗装厚　　　　　・ 図示

・ コード式

・ ギヤ式

・ (ｺｰﾄﾞとﾎﾟｰﾙ)

建築工事特記仕様書５
Ａ－０５

VU 100

約＠４０００目地　　・種類（　　　　　　　）　　・間隔（　　　　　　　）

必要により簡易支柱のみ設置　・ (　　　　　　　　　　　　　　　)

０８ ２５
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萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／－

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

 Ⅰ．工事名称       

 Ⅱ．工事概要

 　　　　棟名称

 　　　　構　造

 　　　　建築面積

 　　　　延べ面積

 　　　　工事項目

棟名称

構造

建築面積

延べ面積

工事項目

確認時期は、監督員と協議し決定する。

20　産業廃棄物 　施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理委

託契約書の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者の許可証の写し、収

集運搬車両等一覧表、その他監督員の指示するものを添付すること。

21　下請次数制限 　本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。なお、その

　　及び県内（管内） 次数を超える下請契約を締結する場合は、下請契約締結前に書面により発注者の承諾を

　　企業優先使用 得ること。

　本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人

を含む）を三重県内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する

者の中から選定するように努めること。また、工事場所を所管する建設事務所管内又は

隣接する建設事務所管内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有

する者を優先して選定するよう努めること。なお、県外企業を下請契約の相手方に選定

する場合は、下請契約締結前に書面により発注者に報告を行うこと。

22　不当介入を受け 　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第

　た場合の措置 14号）を受けた場合の措置について

　(1)受注者は、暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第　

　　 12号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不

　　 ともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、

　　 捜査上必要な協力を行うこと。

　(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合
　
　　 には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

　(3)受注者は、暴力団員等により不当介入を受けたことから、工程に遅れが生じる等

　　 の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

　
23　主任技術者又は 1) 現場施工に着手するまでの期間

　　監理技術者の専 　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の

　　任を要しない 　搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術

　　期間 　者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契

　約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

2) 検査終了後の期間

　　検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、

　事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者

　の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を

　確認した旨、受注者に通知した日とする。

24　工事の一時中止 　工事の一時中止の取り扱いについては「工事の一時中止のガイドライン（案）」

（平成27年6月国土交通省）による。

　三重県建設工事契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中

止期間中における工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注

者に提出し、承諾を受けるものとする。

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬

入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再

開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

25　不正軽油の使用 1）一般事項

　　の禁止 　　県工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出

　入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油(地方税法第144条の32(

　製造等の承認を受ける義務等)の規定に違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

　　受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければな

　らない。また、受注者は下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければ

　ならない。

3)是正措置

　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければなら

　ない。また、受注者は、下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是

　正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

26　地下埋設物 中間検査又は完成検査において、地下埋設物の確認を受けること。

27　技術検査 中間技術検査

(1.6.2) 　　実施回数　　　・（　　　　　）回

　　実施方法等については、監督員の指示による。

　　の確認

　　実施する段階　・（　　　　　　　　　）

18　事故の発生時 　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様

式により、工事事故報告書を監督員が指示する期日までに、提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況

聴取、調査、検証等に協力すること。

19　提出書類 施工計画書、仮設計画書、工事写真、工事日報、その他監督員の指示するものとする。

３ 建設副産物情報 　受注者は受注時において延べ面積が80㎡以上の解体工事については、工事着手前及び

　 交換システム 工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施

　 の利用 書）」を監督員に提出すること。

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入

力し、工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

４　三重県　 　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった

  　産業廃棄物税 場合には、完成年度の翌年度の４月１日から８月31日までの間に、別に定める様式に産

業廃棄物税納付証明書を添付して、当該工事の発注者に対して、支払請求を行うことが

できる。
　　なお、この期間を超えて請求することはできない。

　また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

・　適用する（請負金額が500万円以上の場合）５　工事実績情報の

　　登録 　　　受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録手続きを行

(1.1.4) 　　　い、工事カルテの受領書を、監督員に提出すること。

６　電気保安技術者 ・　適用する

(1.3.3)

７　疑義 　設計図書に明記のない場合、または、疑義が生じた場合は、監督員と協議し、その指

示を受けてから施工すること。

・　監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　  ８　施工条件

(1.3.5)  　 　施工可能日　　　　・　指定なし　　・　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

　    工事車両の駐車場　・　指定なし　　・　図示（図面番号：　　　　）

　　　資機材置場　　　　・　指定なし　　・　図示（図面番号：　　　　）

９ 施工数量調査 調査範囲　　　・　指定なし　・　図示（図面番号：　　　）

(1.4.2) 調査方法　　　・　指定なし　・　図示（図面番号：　　　）

10 部分引渡し、 ・部分引き渡しあり　　・部分使用あり

　　部分使用 　　指定部分（ 　　　　　　　　）

　　時期 (　平成　　年　　月　　日～　）

11　埋蔵文化財調査 埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

　　・発掘調査等の実施あり

　　・発見された場合、発掘調査等の実施あり

12　官公庁手続 　工事に必要な手続きは受注者が速やかに処理し、この手続きに関する諸費用は受注者

負担とする。

13　危険災害の防止 1) 工事期間中、現場内入場者、近隣居住者および周辺建物に危害を与えぬよう注意す

　ること。万一、紛争が生じた場合は、受注者が誠意をもって解決すること。

　　なお、近隣等との折衝は、あらかじめその概要を監督員に報告し、その経過につい

　ては記録し、遅滞なく監督員に報告する。

2) 重機搬出入時、発生材搬出時、仮設材搬出入時には、交通整理のための誘導員を配

　 置すること。

14　騒音･振動の防止 　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械の使用

15　工事進入路 　重機搬出入、産業廃棄物搬出経路については事前に施工計画書を提出し、監督員の承

認を得ること。また、工事現場から搬出入する土砂により工事用進入路を汚した場合は、

速やかに清掃を行うこと。

16　工事写真 1) 着工前：解体建物・敷地周辺・付近道路・工作物の撮影を行うこと。

2) 工事中：随時撮影を行うほか、監督員の指示による。

17　完成写真 1) デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

  （Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）

2) 全景写真のほか、監督員の指示による。

に努めること。

　引渡しを要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し、監督員へ提出す

ること。

　引渡しを要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設リサイクル法、資源の有

効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に

よるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処理し、監督員に報告するこ

と。（マニフェストA、B2、D票、E票を提示すること。）

 Ⅲ．解体工事仕様

 　１　共通仕様

   ２　特記仕様

 1)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

 2)　特記事項は、○の付いたものを適用する。

 3)　項目欄に記載の（　）内表示番号は解共仕の該当項目等を示す。

章 項目 特記事項

１
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１　適用基準等 　産業廃棄物については、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣、｢建設工事に係る資

材の再資源化等に関する法律｣（以下「建設リサイクル法」という。）及び「三重県建

設副産物処理基準」に基づき適正に処理すること。

２　発生材の処理等 ・　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事等であって、その規模

(1.3.10) 　が、建設リサイクル法施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事である

(4.4.1) 　ため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

(5.4.1) 　ついて適正な措置を講ずることとする。

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場

　 合は、監督員と協議するものとする。

　分別解体等の方法

工程 作業の有無 分別解体等の方法

建築設備・　 ・手作業
・　有　 ・　無

内装材等 ・手作業、機械作業の併用

・手作業
屋根ふき材 ・　有　 ・　無

・手作業、機械作業の併用

外装材・　 ・手作業
・　有　 ・　無

上部構造部分 ・手作業、機械作業の併用

基礎・　 ・手作業
・　有　 ・　無

基礎ぐい ・手作業、機械作業の併用

その他 ・手作業
・　有　 ・　無

（　　　　　） ・手作業、機械作業の併用

引き渡しを要するもの  ・　無    ・ 金属類　　・ PCB含有物　　・（　　　　　）

特別管理産業廃棄物 　 ・ 有(              )　　

                　       処理方法（                    　）

木材の縮減　　　　　　・ 実施する

　　　　　　　　（最も近い再資源化施設までの距離が50Kmを超える場合に限る）

再資源化し現場で利用する建設廃棄物　・(                　　　　)

再資源化を図るもの

　・　コンクリート塊

　・　アスファルトコンクリート塊

　・　建設発生木材

　・　金属類

　・　小形二次電池

  ・　蛍光ランプ及びＨＩＤランプ

  ・　硬質ポリ塩化ビニル管及び継手

　・　ガラス

　 う。）による。

棟名称

構造

建築面積

延べ面積

工事項目 　　　　工事項目

 　　　　延べ面積

 　　　　建築面積

 　　　　棟名称

 　　　　構　造

m2

m2

 　１　工事場所 

 　２　工事内容  

解 体 工 事 特 記 仕 様 書

消防ポンプ庫

解体工事

火の見櫓

m2

m2

解体工事

Ｓ造

－

－

　 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書（令和3年4月改定版）」及び

　 「建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、平成31年版）」（以下、「解共仕」とい

解体工事特記仕様書　１

１階ＣＢ造

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

１０．８０

１０．８０

Ａ－０６

三重県名張市葛尾字道垣内１５４番

    　施工可能時間帯　　・　指定なし　　・　9時　～17時

０８

建屋　→　塔屋    　部位別の施工順序　・　指定なし　　・（　　　　　　　　）

２５

A-08

A-08



　　・　行う　　図示（図面番号：　　　　　　　　　）

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／－

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

11　損傷を与えた 　解体工事により解体建築物以外の建築物や舗装、桝等に損傷を与えた場合には、監督 ４ ダイオキシン類 サンプリング調査章 項目 特記事項

　　場合の対応 員に報告するとともに、受注者の責任において原形復旧を行うこと。 (5.4.7) 　　・　行う 　調査範囲　図示（図面番号：　　　）

　　・　行わない

解体方法及び処分方法

　　・（　　　　　　　　　　　）

３
　
　
解
　
体
　
施
　
工

１ 浄化槽、排水槽等 汚水、汚物の回収、洗浄、消毒等 　　・　図示（図面番号：　　　）　　

(3.2.1)     ・ 行う　　　　・　行わない

杭の撤去２ 杭の撤去　

(3.9.2) 　　  ・　行う　　　　・　行わない　

 解体方法

　　　・　引抜き工法  (　・　振動　　　・　ケーシング　　・（　　　　））

　  　・　破砕　　　

    　・　図示（図面番号：　　　）

 引き抜いた杭の処理

　　　・　図示（図面番号：　　　）

３ 樹木等　 樹木の伐採抜根及び移植

　　 ・　行う　　図示（図面番号：　　　　）

　　 ・　行わない

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

１　仮設トイレ 構内既存の施設　　　　　　・　利用できる　　　・　利用できない

４ 地下埋設物及び 地下埋設物及び埋設配管の解体

２　仮囲い 　 埋設配管

　　・　行わない

５　解体撤去後 ・砕石(C-40)にて周辺地盤面まで埋め戻すこと。

３　監督員事務所 ・ 設置する。 　　の整地

(2.3.1) ・山砂にて周辺地盤面まで埋め戻すこと。

４
　
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

１ 産業廃棄物 特例による広域的処理　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

 　広域認定制度

(4.4.2)

２　最終処分

(4.4.4) 最終処分場　　　　　　　・（　　　　　　　　　）

備品等の設置 ３ 処理に注意を
建設廃棄物の種類 処理方法

　要する建設廃棄物

(4.5.1) ・ＣＣＡ処理木材

・(1)アスベスト含有石膏ボード

・(2)ひ素、カドミウム含有

　　　　　　　石膏ボード

・埋立処分（管理型最終処分場）
・(1)(2)以外の石膏ボード

・再資源化

５
　
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

１ 施工調査 特別管理産業廃棄物の分析調査

(5.1.2) ・　行う　　調査範囲　　図示（図面番号：　　　）

・　行わない

７
　
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

１ 施工調査 分析調査

２ PCBを含む機器類 (7.1.3) 　　・　行う　　調査範囲　図示（図面番号：　　　　）

(5.4.3) ・　行う　調査範囲　　図示（図面番号：　　　） 　　・　行わない

(5.4.4) ・　行わない

特殊な建設副産物の種類等２ 特殊な建設副産物

３ 廃油、廃酸、 ・　廃油　　　　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　） (7.3.1) 種類 適用箇所 回収及び処分

　廃アルカリ ・　廃酸　　　　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　） ・フロン ・（　　　　　）

　　の処理の有無 ・　廃アルカリ　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　） ・ハロン ・（　　　　　）

(5.4.5) ・（　　　　　）

(5.4.6)

１
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

28　社会保険等未入 　適用除外でないにも関わらず、社会保険等に未加入である建設業者を下請負人として

　　対策 はならない。

　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請

業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。また、発注者が加入状況を

証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応すること。

５ 水銀を含む特別 ・　鉱さい　　・　ばいじん　　・　汚泥

29　主任技術者の専 　「主任技術者等の緩和措置について（平成29年12月26日付け県土第28-86号）」を適 　 管理産業廃棄物 ・　廃酸 　　・　廃アルカリ

　　任及び交通誘導 用する。 「水銀廃棄物ガイドライン」（平成29年6月　環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策

　　警備員の緩和に 部）に基づき適切に処理すること。

　　ついて

６ 廃水銀等 ・　廃水銀（特定施設において生じたもの）　　・　廃水銀化合物

30　現場での安全 　受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任にお ・　廃水銀（水銀使用製品が産業廃棄物となったもの等から回収したもの）

　確保（自主施工 いて定め、工事を実施すること。 「水銀廃棄物ガイドライン」（平成29年6月　環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策

　の原則） 　設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の 部）に基づき適切に処理すること。

変更や計上が必要な場合は、監督員と協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切

な安全確保の措置を講じたうえで、工事を実施すること。

「水銀廃棄物ガイドライン」（平成29年6月　環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策

部）に基づき適切に処理すること。

５ 水銀含有ばいじ ・　燃え殻   ・　鉱さい　　・　ばいじん　　・　汚泥

　 ん等 ・　廃酸 　　・　廃アルカリ

「水銀廃棄物ガイドライン」（平成29年6月　環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策

部）に基づき適切に処理すること。

４ 水銀使用製品産 ・　蛍光ランプ   ・　ＨＩＤランプ　　・　（　　　　　）

　 業廃棄物

監督員事務所の規模（単位：㎡）

適用

100程度65程度20程度 35程度規模 10程度

監督職員事務所の仕上げ

部 位 等 仕 上 げ

床 合板張り又はビニール床シート張り

内壁・天井 合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

屋根 溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

種類 机・いす 書棚

数量 組 台

種類 長靴 雨合羽

数量 足 着

種類 消火器 掃除具

数量 個 個

掛時計 温度計

個 個

懐中電灯 衣類ロッカー

個 台

インターネット 冷暖房機器

台 台

受注者加入電話・FAX

保護帽

黒板・白板

個

個

台

４　工事用水 構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　取出位置　　・図示（図面番号：　　　）

　５　工事用電力 構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　本工事で新規受電または既設電気回路に接続し、通電した時から、

工事に起因する電力料金は、本工事に含まれる。

６  騒音・粉じん等 ・　設ける   ・　防音パネル　　・　防音シート　　・　養生シート

　　の対策 　　　　　　　　適用範囲、高さ等　　図示（図面番号：　　　 ）

(2.2.1) ・　設けない

７　仮設鉄板敷

８　使用重機 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき指定された

建設機械の使用に努めること。

９　散水養生 解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。

10　足場 　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平

成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手す

り、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組み立て、解体又は変更の作業

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　　　・　成形鋼板H=3000　　・　成形鋼板H=2000 　・　その他（　　　　　　　）

位置　　・　図示（図面番号：　　　　　　）　・　その他（　　　　　　　　　）

仕様　　・　図示（図面番号：　　　　　　）

　　位置　・図示（図面番号：　　　　　　）

・山砂により埋戻後、再生クラッシャラン(RC-40)にて周辺地盤面まで敷均しすること。

(3.12.1)

(3.11.1)

(3.13.1)

微量ＰＣＢ、ＰＣＢ含有シーリング材の有無確認

・現状敷き均し（状況に応じて砕石敷）

埋立処分

解体工事特記仕様書　２

・工事用進入路の養生として、鉄板(t=22)を敷き、養生を行うこと。

がれき類、金属くず最終処分する廃棄物　　　・（　　　　　　　　　　）

安定型

Ａ－０７ ０８

A-25

A-25

A-25
６
　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

１ 適用範囲 建築設備に使用されているアスベスト含有材の処理

(6.1.1) 　　・　行う　適用箇所　図示（図面番号：　　　　）

　　・　行わない

２ 施工調査 分析によるアスベスト含有の調査

(6.1.2) 　　・　行う　調査範囲　図示（図面番号：　　　　）

　　・　行わない

３ アスベスト アスベスト粉じん濃度の測定時期、測定場所及び測定点数

　粉じん濃度測定 測定時期 測定場所 測定点数 　備考

(6.1.3)

処理作業中

処理作業後

４ アスベスト含有 除去工法

　　吹付け材の 　　・　共通仕様書[6.3.2](a)

　　除去・処分 　　・　図示（図面番号：　　　）

(6.3.2) 除去したアスベスト含有吹付材等の飛散防止措置

(6.3.3) 　　・　固型化　　　　・　湿潤化

除去したアスベスト含有吹付材等の処分

　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化処理）

５ アスベスト 除去したアスベスト含有保温材等の処分

　　含有保温材等 　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化処理）

(6.4.4)

６ アスベスト 処分方法（石綿含有せっこうボードを除く）

　　含有成形板 　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化処理）

(6.5.3)

　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化処理）

７ アスベスト

研究開発法人建築研究所）に基づき適切に処理すること。

有建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術指針」（平成28年4月28日　国立

5月30日付け　環水大大発第1705301号）及び「建築物の改修・解体時における石綿含

※「石綿含有仕上塗材の除去等作業における石綿飛散防止対策について」（平成29年

　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化処理）

除去したアスベスト含有仕上塗材等の処分

　　・　図示（図面番号：　　　）　　含有仕上塗材

除去工法８ アスベスト

処分方法

　　含有成形材等

２５





0.137006

0.142203

0.125358

0.645251

0.465018

0.111159

0.112431

0.278255

0.288743

0.048648

0.008288

0.211263

0.125532

0.099438

0.010353

0.068503

0.071102

0.062679

0.322626

0.232509

0.055579

0.056216

0.139127

0.144371

0.024324

0.004144

0.105632

0.062766

0.049719

0.005176

1.41

0.227016

0.235627

0.227437

0.254141

0.223437

0.192839

0.195046

0.210726

0.218669

0.159687

0.025421

0.21763

0.128737

0.098985

0.010306

0.975104 ×

0.603508

0.603508

0.551175

2.53895

2.081204

0.576435

0.576435

1.320457

1.320457

0.304648

0.326027

0.970744

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

15

m2

合　　計

1.004577

1.004577

14

13

12

11

10

９

８

×

１

２

×

計 算 式 倍面積 面　積

３

４

５

６

７ ７

６

５

４

３

×

×

×

×

×

面　積倍面積計 算 式

敷 地 求 積

×

２

１

×

合　　計

敷地面積 m2

８

９

10 ×

×

×

8.041161

6.78939

6.79725

6.637615

8.041161

7.909406

7.230746

7.022977

6.512633

6.51324

0.769183

0.94831

0.032967

5.755408

0.1761

1.050256

0.451537

1.921232

0.49396

0.539841

5.105541

6.445900

0.223826

46.280162

1.416048

8.306901

3.264949
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〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３

薦 原 分 団 葛 尾 地 区 消 防 ポ ン プ 庫 　 解 体 及 び 新 築 工 事

令 和 ５ 年 度 （ 　 消 防 　 ） 第 ２ ０ 号

磁北 真北
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２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／－

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

工　事　概　要 ●印は本工事に該当

工事名称 主要用途 棟　　名

地名地番 工事種別 用　　途

敷地面積 工事種別

階　　数

都市計画 構　　造 ○ＳＲＣ　○ＲＣ　●Ｓ　○ＣＢ　○Ｗ

○耐火建築物（○義務　○任意）
○準都市計画区域内　○都市計画及び準都市計画区域外

○第１種低層住居専用地域　○第２種低層住居専用地域　○第１種中高層住居専用地域 耐火関係
○耐火構造建築物（○義務　○任意）

○特定避難時間倒壊等防止建築物（○義務　○任意）
用途地域 ○第２種中高層住居専用地域　○第１種住居地域　○第２種住居地域　○準住居地域　○近隣商業地域

設計ＧＬ

防火地域
最高の高さ

敷地概要

○３０　○４０　○５０　●６０　○７０　○８０

基準建ぺい率（％）
最高の軒高

○５０　○６０　○８０　○１００　○１５０　●２００　○３００　○４００　○５００　○６００ 建築面積 m2

基準容積率（％）

○７００　○８００　○９００　○１０００ １階 m2

床 面 積 ２階 m2

道路・壁面後退

○都市計画道路（○有　　　ｍ　●無）　○壁面後退（○有　　　ｍ　●無） 合計 m2

角地緩和　＋１０％　○有　●無

●新築　○増築　○改築　○移転　○用途変更　○大規模の修繕　○大規模の模様替

●新築　○増築　○改築　○既設

平均設計ＧＬ＋　　　　　　　ｍ

平均設計ＧＬ＋　　　　　　　ｍ

設計ＧＬ＋　　　　　　　　　ｍ

設計ＧＬ＋　　　　　　　　　ｍ

m2

m2

m2

地上０階、地下０階、塔屋０階

○ＳＲＣ　○ＲＣ　○Ｓ　○ＣＢ　○Ｗ

○耐火建築物（○義務　○任意）

○準耐火建築物（○義務　○任意）

　＜○イ－１　○イ－２　○ロ－１　○ロ－２＞

○耐火構造建築物（○義務　○任意）

○特定避難時間倒壊等防止建築物（○義務　○任意） ○特定避難時間倒壊等防止建築物（○義務　○任意）

○その他建築物

設計ＧＬ＝ＫＢＭ＋

設計ＧＬ＋　　　　　　　　ｍ

平均設計ＧＬ＋　　　　　　ｍ

設計ＧＬ＋　　　　　　　　ｍ

平均設計ＧＬ＋　　　　　　ｍ

m2

１階 m2

２階 m2

合計 m2

○新築　○増築　○改築　○既設 ○新築　○増築　○改築　○既設

○耐火建築物（○義務　○任意）

○準耐火建築物（○義務　○任意）

　＜○イ－１　○イ－２　○ロ－１　○ロ－２＞

○耐火構造建築物（○義務　○任意）

○その他建築物

設計ＧＬ＝ＫＢＭ＋

設計ＧＬ＋　　　　　　　　ｍ

平均設計ＧＬ＋　　　　　　ｍ

設計ＧＬ＋　　　　　　　　ｍ

平均設計ＧＬ＋　　　　　　ｍ

m2

１階 m2

２階 m2

合計 m2

○ＳＲＣ　○ＲＣ　○Ｓ　○ＣＢ　○Ｗ

地上０階、地下０階、塔屋０階

２． ３．

棟別概要

○準耐火建築物（○義務　○任意）

　＜○イ－１　○イ－２　○ロ－１　○ロ－２＞

●その他建築物

○商業地域　○準工業地域　○工業地域　○工業専用地域　●指定無し

２．

３．

合　計 m2

m2

m2

m2

２．

３．

合　計 m2

建築面積

延床面積

建ぺい率 建ぺい率算定建築面積 m2 ％　＜　 ％

容 積 率

　６０．００

建築概要

電気設備工事

消防設備工事

給排水衛生設備工事

空調設備工事

ガス設備工事

昇降設備工事 －

その他

設備工事

－

その他工事

－

－

－

m2

○防火地域　○準防火地域　○指定無し　●２２条指定地域

容積率算定床面積 m2 ％　＜　２００．００ ％

１．車庫(消防ポンプ庫) １４．７７

１４．７７

車庫用途面積は、延床面積の１／５を限度として延べ面積から除く　１４．７７／５＝２．９６m2　

１１．８１

地上１階、地下０階、塔屋０階

１４．７７

１４．７７

１４．７７

－

－

－

雨水排水

－

－

外構工事

ホース乾燥塔

基　　礎

壁

金　　物

外　　部

内　　部

外　　部

内　　部

建　　具

塗　　装

外　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

根 廻 リ

雨 樋

そ の 他

外　　壁

－

Ｆ 室　　名 内装制限
法的規制

居室種別
床 巾　　木 Ｈ 腰　　壁 壁 天　　井 天井高 廻　縁

下地

仕上

１ 車　庫

内　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

非居室

－

備　　考

壁パネル

－

－ －

－

－ －

－ コンクリート打放し補修　ＦＬ＋Ｈ１５０

新築　工事概要・仕上表

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事 消防関連施設（消防団車庫）

１．車庫(消防ポンプ庫)

消防関連施設（消防団車庫）

２．８３０

３．００２

２．７８８

２．９６０

１４．７７

設計ＧＬ＝ＫＢＭ＋０．３３（10.33）

三重県名張市葛尾字道垣内１５４番

電灯、コンセント、赤色灯、サイレン【設備工事】

●都市計画区域内

○市街化区域　○市街化調整区域　●区域区分未設定

１．消防ポンプ庫(車庫)

コンクリート舗装：コンクリート　厚１５０　刷毛引き仕上、ワイヤーメッシュ　φ６×１５０角、砕石　厚１００

※　外構図参照

コンクリートポール(14-19-5.0　タラップ付)　長さ：14.0ｍ

ホースハンガー、ワイヤーロープ、手動巻上げウインチ　等付属金物一式　　※詳細図参照

※構造図参照

※構造図参照

下 地 材

仕 上 材

溶融亜鉛メッキ鋼板　Ｆ１２　厚１．２

溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　Ｙ１０　厚０．５

１ 階 床床

屋　　根

外壁立上り

コンクリート立上り　ＧＬ＋１７０　厚１２０

基礎下補強

布基礎 ※構造図参照

コンクリート金ゴテ押え　厚１２０

－

屋根アラワシ

Ａ－１０ ０８

物品棚：W907×D438×H2100　２台(オプション品)

折板葺（山高２４．５）溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　Ｙ１０　厚０．５

裏貼：結露軽減材　厚４(オプション品)

鼻 隠 し

妻 板

溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　Ｙ１０　厚０．５

壁パネル　溶融亜鉛メッキ鋼板　Ｆ１２　厚１．２

コンクリート打放し補修

軒樋：塩化ビニル管(オプション品)

竪樋：塩化ビニル管(オプション品)、延長パーツ(オプション品)

手動軽量シャッター

コンクリート　厚１２０　金ゴテ押さえ

雨水排水管　ＶＵφ１００、ＣＢ１５０　２段積み(基礎共)

路床：表層改良　Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

下地材：米栂　30×120　L＝1560　SOP塗　上下計2本

基　　礎

－

鉄筋：Ｄ１０＠３００（ＳＣ）、端部補強　１－Ｄ１３

※構造図参照

シャッターＢＯＸ(オプション品)、シャッター補強金具(オプション品)、

下部ゴムクッション材（メーカー外品・本工事）

ガレーディア・GRN-3642H（ハイルーフタイプ）・屋根裏張等オプション有

㈱稲葉製作所　同等品
ガレージ仕様

ヘルメット･防火衣掛フック:10本(ヘルメット掛け5本、防火衣掛けフック5本)

アルミ製引違窓(オプション品)、アルミ製片開き戸(オプション品)－－－建具図参照

アンカー以降の工程材料は最終他工事内容以外メーカー材、施工は請負工事範囲とする。

３２．３７

●主前面道路（ 4.000m ）　　○その他前面道路（　　　　　　ｍ）

４５.６３

２５．８９

表層改良

表層改良

２５

鉄筋：Ｄ１０＠２００（ＳＣ）、防湿シート　厚０．１５　二重敷き、砕石　厚１００

－

－



折板等の標準取付金物、付属品は全て見込んで置く事。

平面図　　Ｓ＝１／１００

不燃梁 ＮＭ－５３８０塗装溶融亜鉛メッキ鋼板　厚０．６

部　位

屋　根

外　壁

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

有窓階・無窓階の算定（消防法施行規則第５条の２）

有　効　開　口　面　積

備　考
有効開口面積（㎡）幅（ｍ）　×　高さ（ｍ）　×　ヶ所

（直径１００ｃｍ以上の円が内設する開口、もしくは７５ｃｍ以上×１２０ｃｍ以上の開口が２ヶ所以上）＋（直径５０ｃｍ以上の円が内設する開口）

床　面　積

必要開口面積 建具符号 床面からの高さ

（開口下端１．２ｍ以下）

消防活動に必要な開口　１／３０

階 ガラスの種類

（厚さ６．８ｍｍ以下）

ＦＬ±０ＳＳ－１ 手動軽量シャッター

ＡＤ－１

有窓階・無窓階算定対象床面積　　　　　　　　　　　　　　　　１階床面積：１４．７７㎡

３．３４２×２．１１８

ＦＬ＋０．２４７

－

－ ０．８４９×２．０４０
０．５０１

※　メーカー記載品は同等品可とする

構　造 認定番号材　　料認定番号 備　考 等　級使用等級

不燃

不燃

不燃材料

不燃材料

不燃

不燃

ＮＭ－８６９７

柱

土台枠

シャッター(スラット)

結露付屋根パネル（オプション） ＮＭ－４２４８－１

シックハウス対策仕様

屋根

壁

塗料

特　記　事　項

ＳＯＰ、ＤＰ、ＡＥＰ、
ＣＬ、ＯＳ、ＯＳＣＬ

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚１．２

溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　厚０．５

建築材料の種別

規制対象外建材を使用（Ｆ☆☆☆☆）

告示対象外建材

告示対象外建材

ホルムアルデヒド建材種別部　　位

防火材料認定番号

不燃材料

不燃材料

不燃材料

柱

梁

折板葺（山高２４．５）

その他建築物の仕様

溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　厚０．５

壁パネル　溶融亜鉛メッキ鋼板　厚１．２

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚１．２

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚１．２

シャッター
(スラット)

ＮＭ－８６９７

ＮＭ－５３８０

ＮＭ－５３８０ＮＭ－５３８０

ＮＭ－５３８０

ＮＭ－５３８０

ＮＭ－４２４８－１ 裏貼：結露軽減材　厚４

不燃

不燃

不燃

不燃

ＮＭ－８５８５

ＮＭ－５３８０

ＮＭ－５３８０

ＮＭ－５３８０

ＮＭ－５３８０

不燃
ＣＬ、ＯＳ、ＯＳＣＬ
ＳＯＰ、ＤＰ、ＡＥＰ、

鼻隠し

妻板

桁板

母屋

ＮＭ－５３８０不燃壁パネル

７．０７８

１．７３１
８．８０９

※　有効な開口部は、道又は道に通ずる幅員１ｍ以上の通路その他の空地に面したものであること。

※　ガラス記号　ＦＬ－透明ガラス　　Ｆ－型板ガラス　　ＰＷ－網入りガラス　　ＴＧ－強化ガラス　　ＳＴ－スクールテンパ　　Ａ－空気層

※　ガラスの厚みは、外部に破壊作業用のバルコニー等、足場のある場合は１０ｍｍ程度まで有効とする（Ｓ５８、９、１９　消防予１８６）

シャッター補強金具

車 庫

4,185

4,185

4,275

5040

Ｗ１０００×Ｈ８９０
ＡＷ

Ｗ
３
３
４
２
×
Ｈ
２

１
１
８

Ｙ２Ｙ１

▲
通

り
芯

▲
外

壁
外
ツ

ラ

▼
外

壁
外
ツ

ラ

▼
通

り
芯

通
り
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▲

通
り
芯

▼

3
,
5
3
0

3
,
6
3
0

5
0

5
0

3
,
5
3
0

Ｘ１

Ｘ２

外壁外ツラ▼
通り芯▲

通り芯▼
外壁外ツラ▲

▼通り芯

▲通り芯

新築　法チェック図・平面図・建物求積図 Ａ２：１／１００
Ａ３：１／１４１

Ａ－１１ ０８

ヘルメット･防火衣掛けフック:10本(ヘルメット掛け5本、防火衣掛けフック5本)

手
動
軽
量
シ
ャ
ッ

タ
ー

下地材：米栂　30×120　L＝1560　SOP塗　上下計2本

Ａ
～
Ａ
’
断

面
位

置

物品棚：W907×D438×H2100　２台(オプション品)

Ｂ～Ｂ’断面位置

Ｂ～Ｂ’断面位置

Ａ
～
Ａ
’
断

面
位
置

ＡＤ
Ｗ８４９×Ｈ２０４０

サイレン用スイッチ【設備工事】

磁北 真北

ｍ2１ 14.77

14.77

建築面積

ｍ2延床面積 １

車 庫 １ 14.773053.5304.185

面　積　表

×

１

3
,
5
3
0

4,185

建物求積図　　Ｓ＝１／１００

２５



９

７

７

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／
Ａ２：１／１００
Ａ３：１／１４１

新築　立面図・断面図
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南側立面図　　Ｓ＝１／１００西側立面図　　Ｓ＝１／１００
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高低差に関して角度は30°を超えているが、
高さが2m以上ない為がけとして該当しないと判断できる。

※最高高さ20m以下の為、隣地斜線記載省略
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4
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コンクリート打放し補修根廻り

外壁 壁パネル　溶融亜鉛メッキ鋼板　Ｆ１２　厚１．２

竪樋：塩化ビニル管(オプション品)、延長パーツ(オプション品)

軒樋：塩化ビニル管(オプション品)
樋溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　Ｙ１０　厚０．５

溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板　Ｙ１０　厚０．５

妻 板

鼻 隠 し

裏貼：結露軽減材　厚４(オプション品)

折板葺（山高２４．５）溶融亜鉛ー５％アルミニウム合金メッキ鋼板 Ｙ１０ 厚０．５

仕　上部位記号仕　上部位記号

屋根

６

５

４

３

２

１

仕　上部位記号

８

９ サイン

赤色灯

手動軽量シャッター

カッティングシート切文字

スラット：塗装溶融亜鉛めっき鋼板　Ｚ０８　厚０．６

８

８

５

６

３

１

４

１

２

６

５ ４ ５

１

４

６

３

９

２

Ａ－１２ ０８

アルミ板　厚０．８、ガラス　【設備工事】
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※最高高さ20m以下の為、隣地斜線記載省略

北側立面図　　Ｓ＝１／１００東側立面図　　Ｓ＝１／１００

道路中心高さ　9.774～10.405　→　道路中心最低高さ　9.774
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Ｂ～Ｂ’断面図　　Ｓ＝１／１００

Ａ～Ａ’断面図　　Ｓ＝１／１００

また、公共物擁壁である為、安全であると判断できる。
30°未満の部分に基礎底版があるので、建物に影響が無いと判断できる。
高低差に関して高さが2m以上あり角度は30°を超え、がけとして該当するが

必要表層改良

必要表層改良必要表層改良

埋戻し用改良土

埋戻し用改良土
必要表層改良

埋戻し土(改良土)

土間下表層改良

埋戻し用改良土

埋戻し用改良土

基礎下埋戻し用改良土

埋戻し土(改良土)

土間下表層改良
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令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／
Ａ２：１／３０
Ａ３：１／４２

見 込 見 込 見 込建 具

仕 上

硝 子

金 物

備 考

記号

数量

姿 図

建　　具　　表　　　Ｓ＝１／３０

－

シャッターカバー、シャッターレール、シャッターケース、ブラケット、手掛け ドアクローザー、レバーハンドル、丁番
シリンダー錠、サムターンシリンダー錠（内部：サムターン）

アルミ樹脂複合パネル　厚３．０

アルミ標準色

アルミ製片開き戸

アルミ枠

アルミ製引違い窓

アルミ標準色

型板　厚４．０

クレセント錠

アルミ枠

・・・付属金物一式
・・・付属金物一式 ・・付属金物一式

－ ７０ ７０

１ヶ所 １ヶ所 １ヶ所

40

4,275

50

3×500＝1,500

1,000

130

4,275

5×500＝2,500

849

▼外壁外ツラ

▼通り芯

▲通り芯

▲外壁外ツラ

Ｙ１ Ｙ２

Ｘ１

Ｘ２

3
,
3
4
2

有
効
開

口
部
間

口
9
4

9
4

3
,
5
3
0

１
ＳＳ

１
ＡＤ ＡＷ

１

▲
通
り
芯

▲
外
壁
外
ツ
ラ

▼
外
壁
外
ツ
ラ

▼
通
り
芯

通り芯▼

通り芯▲ 6
5

3
,
6
3
0

7
×

5
0
0
＝

3
,
5
0
0

50

50

40
通
り

芯
▼

外
壁
外
ツ

ラ
▲

通
り

芯
▲

50

車 庫

4,185

新築　平面詳細図・外部見付図・建具表
Ａ－１３

シャッターレール

14

12

13

11

6

7

9

8

10

5

3

4

2

1

15

16

18

17

19

27

26

25

20

21

23

22

24

母屋中

母屋中央

梁中カバー

下枠カバー

梁中屋根板

柱前中

鼻隠シ前後

壁パネル

妻板左右

柱前左右

土台枠

柱中左右

柱後左右

柱後中

桁前

桁後

梁左右

梁中前

梁中後

コーナー金具

28

シャッター補強金具29

F12→溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

Y10→溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

Z08→塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

※連棟時のみ使用

屋根パネル

結露軽減材(不燃材)-別売-

梁中枠取付金具

豪雪柱 (豪雪地型のみ)

シャッター(スラット)

シャッターカバー

※

※

※

※

※

※

※

※

※

シャッターケース

品番 部　　品　　名 材料（材質）　　単位mm

ポリエチレンフォーム 4.0

F12            1.6

Y10            0.7

F12            2.3

Y10            1.0

F12            1.6

アルミニウム合金製

Y10            0.7

Y10            0.7

F12            3.2

F12            2.3

F12            1.2

Z08            0.6

F12         1.2+1.6

F12            1.6

F12         1.2+1.6

Y10            1.0

F12         2.0+3.2

Y10            0.5

F12            2.3

Y10            1.6

Y10            1.6

F12            0.7

F12            2.3

F12         2.0+3.2

F12            0.7

F12 1.2(豪雪地型1.6+2.3)

F12        0.6+1.2

F12        1.6,2.3

ＧＬ ＧＬ ＧＬ1
7
0

1
7
0

1
7
0

スラット：塗装溶融亜鉛めっき鋼板　Ｚ０８　厚０．６

０８

サイレン用スイッチ【設備工事】

ヘルメット･防火衣掛けフック:10本(ヘルメット掛け5本、防火衣掛けフック5本)

ＳＳー１ ＡＤー１ ＡＷー１※オプション品 ※オプション品

手動軽量シャッター

オプション品：シャッターケース、シャッター補強金具
下部：ゴムクッション材後付

側面図　　Ｓ＝１／３０

2
,
0
8
5

6
0

1000

5
8

有
効
開
口
部
高
さ
 
2
,
0
4
0

2
,
8
3
0

2
,
7
8
8

1
7
0

4
2

8
9
0

9
0
0

2
3
0

2
,
6
0
8

▽水下軒高

▽１ＦＬ

△設計ＧＬ

2
0

設計ＧＬ△

基礎天端△

1
6
7

最高軒高△

最高高さ▽

正面図　　Ｓ＝１／３０

赤色灯【設備工事】

下地材：米栂　30×120　L＝1560　SOP塗　上下計2本

基礎天端▽

▽最高高さ

△最高軒高

△設計ＧＬ

名張市消防団　薦原分団

葛尾ポンプ庫

指定文字

シ
ャ
ッ
タ
ー

部
有
効
開
口
高
さ
 
2
,
1
1
8

1
7
0

2
,
2
8
8

設計ＧＬ△

１ＦＬ▽2
0

赤色灯【設備工事】

2
,
7
8
8

2
,
8
3
0

4
2

1
,
6
0
0

6
0
0

9
5
0

1
6
0

1
6
0

1
6
0

1
7
0

平面詳細図　　Ｓ＝１／３０

4,275

4,555

1401403,630

3,790

4,18540 50

8080

80 65

6
5

3,53050 50

▲
通
り
芯

▼
通
り
芯

▼
通
り
芯

▲
通
り
芯

▲
外
壁
外

ツ
ラ

▼
外
壁
外

ツ
ラ

▼
外
壁
外

ツ
ラ

▲
外
壁
外

ツ
ラ

▲
軒
先

▲
軒
先

▼
軒
先

▼
軒
先

竪樋（オプション品）

シャッター補強金具（オプション品）

下部：ゴムクッション材後付（メーカー外品・本工事）

消防指定紋章
※詳細図参照 ※詳細図参照

ガレージ仕上・仕様

※サイズ指定(W3.5m×D4.1m×H2.8m程度)で他メーカー同等品提案に関して、採用できるかは別として再考することは可能とする。

２５

スチール棚：W1800×D450×H2100　転倒防止金具止　MI-7655N：コクヨ同等品



鉄筋：Ｄ１０＠２００（ＳＣ）、防湿シート　厚０．１５　二重敷き、砕石　厚１００

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／
Ａ２：１／２０
Ａ３：１／２８

新築　断面詳細図
Ａ－１４ ０８

内
高

2
,2

84

814

140

504,185

4,275

753 766630630593

40

140

内部奥行寸法 4,070(基礎部を除く)

25

120

1
67

▼
庇

先

▼
外

壁
外

ツ
ラ

▼
通

り
芯

▲
庇

先

▲
外

壁
外

ツ
ラ

▲
通

り
芯

Ｙ１ Ｙ２

1000

58

シャッター

梁左右前

母屋中

母屋中央

妻板後

屋根パネル後

梁左右後

鼻隠し後

桁後

コーナー金具

柱中左右ブラケット
壁パネル

柱前左右

シャッターカバー

鼻隠し前

妻板前

2100

レール
シャッター

(オプション品)

シャッターケース

結露軽減材(オプション品)
雨樋(オプション品)

土間コンクリート
（勾配1/100）

12
0

10
0

4
2

2
,7

88

2
,8

30

30
4
20

5
0

基礎天端▼

1FL▼

設計GL▲

20
1
50

最高軒高▲

最高高さ▼

17
0

2
,
11

8

有
効

開
口

高
さ

2
,2

88

50 300350

150150175175

5050 50

地盤改良

地盤改良

1,
30

0
4
50

1
,7

50

屋根パネル（折版）

断面詳細図　　Ｓ＝１／２０

200 450 3,760 400 200

床：コンクリート　厚１２０　金ゴテ押さえ

3
0
0

55
0

土間下表層改良：Ｈ＝３００～５５０　固化材使用量５０kg／m3

表層改良：Ｈ＝１２５０～１０００　固化材使用量→基礎下改良使用量による

　　　　　　　　改良底：ＧＬ－５００　～　－７５０

　　　　　改良底：ＧＬ－１７５０

埋戻し土（改良土）　※一部場外搬出撹拌・一部総掘り内撹拌

▼水下軒高

1
50

87
0

6
0

2
,6

08

2,
10

0

▼基礎天端

7
00

22
2

2
,8

30

5
0

▼最高高さ

60

▲設計GL

1
1
0

▼パネル下端

55
0

1
,0

50

1,
75

0

２５

基礎下

基礎下



軒とい　L＝3660

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／

Ｓ＝１／２０（Ａ２）Ｓ＝１／３０（Ａ２）
Ｓ＝１／４２（Ａ３）

48 3,342 48
有効開口部間口

シャッター補強金具 １ヶ所 １ヶ所雨とい
Ｓ＝１／２８（Ａ３）

Ａ２：１／２０・３０
Ａ３：１／２８・４２

シャッター補強金具受

5
0

シャッター補強金具取付板

シャッター補強金具取付軸

シャッター補強金具

3,487332

3
5
3
.
1

Ｓ＝１／２８（Ａ３）
Ｓ＝１／２０（Ａ２）

１ヶ所シャッターケース

竪とい

竪といブラケット

止まり

軒とい　L＝120

伸縮じょうご
軒といブラケット

止まり

※オプション品

※オプション品 ※オプション品

オプション延長パーツ

Ａ－１５
新築　部分詳細図１

０８ ２５



名張市消防団　薦原分団

1
6
0

1
6
0

9
5
0

1
6
0

1
,
4
3
0

160

葛尾ポンプ庫

450 1,060 450

1,960

設計GL▼

１ 紋章 シート

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／

シート施設名称サイン２
Ｓ＝１／５（Ａ２）
Ｓ＝１／７（Ａ３）

１ヶ所
Ｓ＝１／２０（Ａ２）
Ｓ＝１／２８（Ａ３）

１ヶ所

Ａ

6
0
0

600

新築　部分詳細図２・サイン図
Ａ－１６ ０８

ヘルメット・防災衣用フック １ヶ所

Ａ２：図示
Ａ３：図示

※高さは打合わせにより最終決定とする。

1,560

500 500 500

1
2
0

2
,
0
0
0

設計GL▼

Ｓ＝１／１５（Ａ２）
Ｓ＝１／２１（Ａ３）

3030

3
0

3
0

1
2
0

80 350 350 350 350 80

1,560

3
0

3
0

2
8
0

1
,
4
8
0

※字体は打合わせにより最終決定とする。

下地材：ステンレスビスにより壁面パネルフレーム部に止付け

米栂　30×120　L＝1560　SOP塗

２５

ＪＦ７０Ｍ：スガツネ工業同等品

ＪＦ４５Ｍ：スガツネ工業同等品
上段フック：ステンレス鋼製ジャンボフック

下段フック：ステンレス鋼製ジャンボフック

75

30 45

98

6830

表示

仕様：屋外用（耐水・紫外線対策品）
表示：カッティングシート切貼
<基本仕様>

仕様：屋外用（耐水・紫外線対策品）
表示：カッティングシート切貼
<基本仕様>

表示

R236:G111:B97

R245:G191:B72

R238:G235:B89

R177:G214:B145

R148:G213:B242

R92:G128:B193

R191:G125:B128

R239:G132:B93



石尻

Ａ２：１／１００

9.79

柱

／／２０

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３Ａ３：１／１４１

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

令和５年度（　消防　）第２０号

磁北 真北

T.10-1
10.749

10.14

10.64

10.21

9.87

W9.35

10.67
W10.24

9.51
W9.09

W10.47

W10.77

12.01

10.81

12.28

11.08

9.91

9.13

W6.06

W7.37

W7.61
7.86

W7.60

W9.45

9.83

9.61
9.67

9.59

W9.65
KBM

H=10.000

U 1 8 0

止 量

倉庫

U2
40

HP2
00

柱

M

Co

Co

Co

Co

As

Co

石天

ブロック天

最高高

10.05

10.87

現
打
30
0

現
打
3
0
0

9.751
T.10-2

10.59

Co中電 61ハ 062

石尻10.65

V
U
10
0

W9.40

10.44

10.38

軒天
11.70

9.76

10.30

U1
80

9.59

4,185 1,136

1,300

1,318

▽
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界

線
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180 190

40 50
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外
ツ
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先

▲
庇
先

▲
外
壁

外
ツ
ラ

▲
通
り

芯

▼
通
り

芯

△
基
準

境
界
よ

り

1,102

▽
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界

線
よ
り

Ｙ１ Ｙ２

3418

▼通り芯

▲通り芯

▲外壁外ツラ ▲庇先

▼庇先▼外壁外ツラ
Ｘ１

Ｘ２

3
,
5
3
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2
,
8
9
8

2
,
8
9
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8
2
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7
6
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4

5
0

1
3
0

5
0 1
3
0

△基準境界より
▽境界線より

△
基
準

境
界
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り

▽基準境界より
△境界線より

4,1851,738

239 1,499 118841

3
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5
3
0

2
,
8
6
6

5
0
0

5
6
4

6
4

2
,
8
7
4

8

境界線より▽

境界線より△
基準境界より▽

通り芯▲

通り芯▼

959

外壁外ツラ▲

外壁外ツラ▼
基準境界より△

基
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境
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基
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0

5
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40 50

外
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ラ
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外
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外
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ラ
▼

10.33

10.33

流
水

方
向

流
水
方
向

流
水
方
向

流水方向

7.
6％

8.0％

流水方向

10.99

W9.32

11.19
9.52

石天
11.09

10.13

U1
80

柱

9.79

カーポート

HP300

流水方向

9.97

10.00

9.95

W9.95

11.24

9.95

10.15

9.95

10.15

5.5％

10.2％

10.13
流水方向
7.0％

流水方向

9
0
0

2,7002,326

1
,
9
9
8

9.77

17
.6
％

11.5％

9.97

1
3
.
9
％

19.0％
流水方向

ア
ス
カ
ー
ブ

ア
ス
カ
ー
ブ

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

3,499

3,979
下

10.44

道路幅員

2,
0
00

1,781 1,781

3,562

道
路
中
心
線

流水方向
7.7％

10.32

As

市
道
　
葛
尾
管
生
線

(法
42
条
2
項
道
路
)

W9.39

2,000
2,000

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
ラ
イ
ン

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
ラ
イ
ン

道
路
中
心
線

(1,004)

(971)

(518)

(
1
,
3
1
2
)

(2
,5
39
)

(568)

[542]

[495]

[2
,0
81
]

[
50
3]

[
1
,
2
9
4
]

[221]

[34][9
7
5]

[7
7
0]

((6,629))
＜6,619＞

＜6,513＞
((6,764))

Ｓ造　平屋建
車庫（消防ポンプ庫）

設計ＧＬ：10.33
ＫＢＭ＋0.33

外　構　図　　Ｓ＝１／１００

４

２

３

５

１

新築　外構図

流水方向
12.7％

ホース掛けフック

亜鉛メッキ鋼より線　8㎜
ワイヤーロープ

FB6-50

L－75＊75＊6

150Φ滑車(ベアリング入)150Φ滑車(ベアリング入)

専用電柱固定バンド

8ヶ所×2段　16本分

専用電柱固定バンド

拡大図　Ｓ＝１/３０

（GM-3-S　I型：マックスプル　同等品）
手動ウインチ(ストッパー付)

既設サイレン移設【設備工事】

６

雨水排水

ホース乾燥塔

ＣＢ積 ＣＢ１５０　２段積　※基礎共

ＶＵφ１００

ホースハンガー、手動巻上げウインチ　等付属金物一式

７

８

Ｕ字溝

コンクリートポール　長さ：14.0ｍ

Ｕ１８０新設　Ｌ＝１．８ｍ

取外し、復旧　Ｌ＝７．０ｍ

ホース乾燥塔詳細図　　Ｓ＝１／１００

※１　既設建物解体後すぐに3ｔ（一点吊り）オーガー掘削の上、4tロングで運搬、荷降ろし、建柱作業。

※２　地盤が悪い為、下部根元は砕石及び砂にて密実に締め固めること。

南面：Ｌ＝５.９ｍ

東面：Ｌ＝６.９ｍ

３

２

４

６

８

＜
7
,
2
6
0
＞

７

６

１

Ａ－１７ ０８

[　]

隣地境界線を示す。

道路境界線を示す。

＜　＞

凡 例

191.136

ＫＢＭからの計画高さを示す。

ＫＢＭからの現況高さを示す。

水路・河川境界線を示す。≪≫

（　）

((　)) 現況隣地境界線を示す。

現況道路境界線を示す。

最高高▽

ワイヤーロープ
亜鉛メッキ鋼より線　8㎜

※金物は全て亜鉛メッキ仕上

ホースハンガー

※金物は全て亜鉛メッキ仕上

ハンガー掛金物

ポール高▽

14-19-5.0(タラップ付)
コンクリートポール（１４Ｂ）

8ヶ所×2段　16本分

手動巻上ウィンチ

1
4
,
3
7
0

3
7
0

1
4
,
0
0
0

4
2

ポールＧＬ△

2
,
4
0
0

1
1
,
6
0
0

1
0
,
0
5
3

有
効
吊

高

▽10.13

※金物は全て亜鉛メッキ仕上

５

鉄筋：Ｄ１０＠２００(ＳＣ)、砕石　厚１００、表層改良Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

外 構 工 事 概 要

コンクリート　厚１５０　刷毛引き仕上、エラスタイト＠４０００程度（Ｌ＝３．８ｍ）、

コンクリート　厚１５０　刷毛引き仕上、エラスタイト＠４０００程度（Ｌ＝４．５ｍ）、

Ｕ字溝コンクリート製蓋

砕石敷き（ＲＣ－４０）厚３００

掘削孔・電柱間隙間、砕石及び砂埋め　Ｈ＝2.5　φ500以上

ワイヤメッシュ　φ６×１５０角、砕石　厚１００、表層改良Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

ワイヤメッシュ　φ６×１５０角、砕石　厚１００、表層改良Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

※取付けは取外し後現物確認に
　より調整すること。

新規ボルト　４－Ｍ１６程度

※金物は全てPL-6製作後亜鉛メッキ仕上
サイレンフード　製作物

　　　4ｔ待機・クレーン据付で半日～１日程度の道路通行制限を想定する。

根廻りコンクリート　□1,000角　厚500～525　金ゴテ押さえ

２５

Ｆｃ２４－１５－２０Ｎ、鉄筋：Ｄ１３＠２００（ＤＣ）
砕石敷き（ＲＣ－４０）厚１００

(≒１．１m2)

コンクリート土間

(≒１８．０m2)

コンクリート舗装

(≒７．３m2)

コンクリート舗装

コンクリート　厚１５０　金ゴテ押さえ（水勾配付）　Ｗ１．３６×Ｄ０．８０

根かせブロック



下部定着２０ｄ以上＋余長１０ｄ以上(上下共)
縦筋　Ｄ１０＠４００

２

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／

１
１/２０（Ａ２）

１/２８（Ａ３）

１/２０（Ａ２）

１/２８（Ａ３）

新築　外構詳細図 Ａ２：１／２０
Ａ３：１／２８
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2
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0

基礎コンクリート

200

タイプ１
(側溝付近の場合)

ＣＢ１５０　２段積

あばら筋　Ｄ１０＠４００

捨コンクリート　厚５０

コンクリート充填 １－Ｄ１３

主筋　２－Ｄ１３
4
0

25

6
0

25

150

50

250

基礎コンクリート

200

(側溝付近でない場合)
タイプ２

3
9
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1
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4
0

2
0

2
0
0

2
0
0

4
0
0

5
0

1
0
0

ＣＢ１５０　２段積

コンクリート充填

捨コンクリート　厚５０

砕石(ＲＣー４０)厚１００

主筋　２－Ｄ１３

縦筋　Ｄ１０＠４００

１－Ｄ１３

下部定着２０ｄ以上＋余長１０ｄ以上(上下共)

定
着

２
０
ｄ

以
上

ブロック壁体

布基礎

あばら筋　Ｄ１０＠４００

縦筋　Ｄ１０＠４００

余長１０ｄ以上

余長１０ｄ以上

ＣＢ積
１/２０（Ａ２）

１/２８（Ａ３）

コンクリート舗装 コンクリート土間３コンクリート舗装

1
0
0

1
5
0

2
5
0

砕石(ＲＣー４０)厚１００

砕石(ＲＣー４０)厚１００

2
5
0

路 盤

1
5
0

1
0
0

(路　床)

表層改良　Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

6
0
0

コンクリート　厚１５０　刷毛引き仕上

コンクリート　厚１５０　刷毛引き仕上

砕石(ＲＣー４０)厚１００

ワイヤメッシュ　φ６×１５０角

1
0
0

1
5
0

2
5
0

コンクリート　厚１５０　金ゴテ押さえ

砕石(ＲＣー４０)厚１００

ワイヤメッシュ　φ６×１５０角

１/２０（Ａ２）

１/２８（Ａ３）

Ａ－１８ ０８

６

鉄筋：Ｄ１０＠２００（ＳＣ）

路 盤

(路　床)

表層改良　Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

6
0
0

4
0

4
0

4
0
0

5
0

(防水性・Ｃ種) (防水性・Ｃ種)

(路　床)

表層改良　Ｈ＝６００　固化材使用量５０kg／m3

路 盤

6
0
0

２５

ＦＣ２１－１８－２０Ｎ

ＦＣ２１－１８－２０Ｎ

ＦＣ２１－１８－２０Ｎ

ＦＣ２１－１８－２０Ｎ ＦＣ２１－１８－２０Ｎ

ＦＣ２１－１８－２０ＮＦＣ２１－１８－２０Ｎ



ブロック天

100

配　置　図　　Ｓ＝１／１００

／／２０

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

令和５年度（　消防　）第２０号

磁北 真北

T.10-1
10.749

10.14

10.64

10.21

9.87

W9.35

9.76

W9.95

10.67
W10.24

9.51
W9.09

W10.47

W10.77

12.01

10.81

10.99

11.19

12.28

11.08

W9.32

11.09

9.91

9.13

W6.06

W7.37

W7.61
7.86

W7.60

W9.45

9.83

9.61
9.67

9.59

9.59

W9.65

9.52

KBM
H=10.000

U 1 8 0

下

止 量

倉庫

HP300

U2
40

HP2
00

柱 柱

M

Co

Co

Co

As

As U
1
80

U1
80

石尻

Co

石天

石天

最高高

9.79

10.05

10.32

10.38
10.44

10.87

10.13

現
打
30
0

現
打
3
0
0

9.751
T.10-2

10.59

軒天
11.70

10.44

Co中電 61ハ 062

石尻10.65

V
U
10
0

450

6
4
5

サイレンL-40×40×5

鋼板　ァ6ｍｍ

L-40×40×5
FB　W＝40　ァ6

ホース干し

M10

L-50×50×6

L-50×50×6

25Φ

PL- 6 リベット止め

トラス部分は、全て

M16

L-40×40×5

リベット１３ｄ

Ａ２:１/５０・１００
Ａ３:１/７１・１４１

カーポート

Co

9.79

柱

11.24

1,660

※サイレンのみ取り外しの上、新設ホース乾燥塔に移設【設備工事】

1
,
5
3
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1
,
5
3
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1
,
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1
8
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6
5

3
1
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1
1
,
0
0
0

1
,
4
1
0

9
0
0

1
5
0

5
0

火　の　見　櫓　　Ｓ＝１／５０

570 520 570

1,660 100

180 1,300 180

1,660100 100

L-50×50×6

1,300

1,660

180 180

1
,
6
6
0

1
8
0

1
,
3
0
0

1
8
0

600

52040 40

FB　W＝40　ァ6 M10

Ａ－１９ ０８

10.37
10.34

9.95

10.39
10.1410.27

10.03

9.61
9.92

9.60

9.9710.10

10.32

FL

南天

H=1.9 H=2.6

Co

10.29

9.98

消防ポンプ庫
延床面積：10.80ｍ2

１階ＣＢ造

解体工作物

最高高
12.83

基礎を含め全て撤去

南天

解体建物

鉄骨上
21.03

9.72

最高高
21.74

基礎を含め全て撤去
高さ：11.955ｍ
火の見櫓（鉄骨製）

基礎天
10.03

Co

3,650

2
,
9
5
0

現況　配置図

既存植栽　移設
※地権者に、確認後指定された位置に移植する事。
　移設先は隣地内とする。

凡 例

切石　撤去　Ｌ＝４．４ｍ　Ｌ＝０．２ｍ
(自然石で処分)

側溝　U180の一部撤去
Ｌ＝１．８ｍ

石
積

の
一
部

撤
去

(
自

然
石
で

処
分
)

Ｌ
＝

４
．
８

ｍ
　

Ｈ
＝
０

．
５
ｍ

※処分解体跡は、敷き均し整地とする

撤去範囲を示す。

２５



令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／Ａ３：１／２８・７１
Ａ２：１／２０・５０

平面図　　Ｓ＝１／５０

平面詳細図　　Ｓ＝１／２０

3,6501,025

2
,
9
5
0

900

▽
柱
芯

△
壁
芯

壁芯△

壁芯▽

ポンプ庫

※注

　9φ　鉄筋

　13φ　鉄筋

防水モルタル　色モルタル吹付

コンクリートブロック化粧

シャッター

土間　モルタル仕上

モルタルコテ仕上

最高高さ▽

設計GL▽

(ポンプ庫)

2
,
5
8
0

550 3,650 625

▽
壁
芯

△
柱
芯

北側立面図　　Ｓ＝１／５０

2
,
5
8
0

(ポンプ庫)

設計GL▽

最高高さ▽

625 3,650 550

▽
柱
芯

△
壁
芯

南側立面図　　Ｓ＝１／５０

550 2,950 550

▽
壁
芯

△
壁
芯

東側立面図　　Ｓ＝１／５０

550 2,950 550

▽
壁
芯

△
壁
芯

西側立面図　　Ｓ＝１／５０

室内灯(low),外灯赤グローブ、コンセントコンクリート打放しブロック化粧ブロック化粧

防水モルタル刷毛引き、色モルタル吹付

砕石、鉄筋コンクリート布、外部見掛モルタル刷毛引き

ポンプ庫

外　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

内　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

外　　壁

屋　　根

基　　礎

Ｆ

モルタルコテ仕上 モルタルコテ仕上

天　　井壁腰　　壁床 巾　　木室　　名 備　　考

１

現況　平面図・平面詳細図・立面図・仕上表
Ａ－２０

磁北 真北

モルタル防水、ルーフドレイン２ヶ所、防水シート（石綿含有建材）　※湿潤養生の上、撤去

木製棚W2000×D450×H2100　撤去・処分

木製フック掛けL1500×D30×H90　撤去・処分

０８ ２５



／／２０

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

現況　断面詳細図

断面詳細図２　　Ｓ＝１／２０断面詳細図１　　Ｓ＝１／２０

Ａ２：１／２０
Ａ３：１／２８
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令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地
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〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

Ａ３：１／２８・７１
Ａ２：１／２０・５０現況　配筋図・断面リスト

配筋図　　Ｓ＝１／５０ 配筋図　　Ｓ＝１／５０
配筋図　　Ｓ＝１／５０

断面リスト　　Ｓ＝１／２０

中　央端　部

配筋図　　Ｓ＝１／２０
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スラブ配筋図　　Ｓ＝１／２０
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〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

現況　スラブ配筋図 Ａ２：１／２０
Ａ３：１／２８
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令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／０８
構造特記仕様書

－ Ｓ－０１

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする) 7-8 溶接手法及び管理4)土間コンクリート Fc3)杭径,設計耐力,本数表
構　造　特　記　仕　様　書 1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の18Fc5)捨てコンクリート

杭径(拡底部)mm 長期kN 短期kN 終局kN 本数 備 考
溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

6)防水押さえコンクリート Fc (気乾単位容積質量 * 18.5 )LFc選択項目は 印を適用し、 印が無い場合は * 印を適用する。
( )§1 一般事項 行う * 行わない2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を

(気乾単位容積質量 * 18.57)かさ上げコンクリート Fc LFc○ 印が複数有る場合は、共に適用する。 )
( ) 3) AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。6-2 混和材 *AE減水剤 高性能AE 減水剤 躯体防水材 膨張材

1-1 使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。
( ) 7-9 デッキプレート (単位 mm )注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

1-2 設計図書の優先順位は下記による。 1) 床用 高さ 板厚
( ) 6-3 箇 所 基礎，地中梁 一　　般 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 備　考 2) 合成スラブ用 高さ 板厚

1)本特記仕様書
高さ3) 型枠用 板厚 形版 タイプ１５１８ １８ １８スランプ cm4)杭の構成は設計図による。

2)設計図 亜鉛メッキ4) 防錆処理 プライマー Z12 Z27
以下　６０６０以下 ６０以下 ６５以下水セメント比 %5)杭頭補強

7-10 錆止め塗装(工場塗 * 2回 1回、現場タッチアップ程度とする)3)標準図 鉄筋コンクリート構造配筋標準図 鉄骨工作標準図
以下１８５単位水量 kg/m3

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接 * ケレン ブラスト1) 素地こしらえ
鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図 高強度せん断補強筋施工仕様書 以上２７０２７０以上 ２７０以上 ２７０以上 ２５０以上単位セメント量 kg/m3 2) 錆止め塗料

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭
鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

1)工法
適用6-44)仕様書 ( 試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)公共建築協会 *日本建築家協会 )

塗 料 種 別 標準膜厚
アースドリル工法 拡底アースドリル工法 屋外 室内1)骨材 塩分含有量 アルカリシリカ反応性 ] * 行う 行わない[5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

リバース工法 オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　） 鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 30μm* *2)フレッシュコンクリート ] * 行う 行わない[ スランプ 空気量1-3 各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。
一般用錆止めペイント JISK5621 1種 2種 35μm3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験 * 行う 行わないBH工法

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。1-4
2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す) 4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験 ジンクリッチプライマー JISK5552 1種 2種 15μm行う * 行わない

( *含む 含まない )第三者機関による検査・試験費用は工事費に
5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析) 行う * 行わない 鉛クロムフリー錆止ペイント JISK5674 35μm1種 2種長期kN 短期kN 終局kN 本数 備 考杭径(拡底部)mm 管厚 mm

1-5 設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。 6)単位水量測定 行わない行う
( ) 溶融亜鉛メッキ 行う 行わない3)

1-6 梁貫通位置、径、及び箇所数は( 意匠図 構造図 *設備図 )による。 6-5 調合 (補正値は工事費に含む)
常温亜鉛メッキ 行う 行わない4)( )

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fdその他1-7
( ) 7-11 溶接部の検査(受入検査) 行う 行わない*短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

( ) 1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。調合管理強度 Fm=Max(Fc,Fd)+S S＝3～6§2 構造計算ルート
2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。( )

2-1 取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ3)杭先端深さ GL- m方 向 構造計算ルート
3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)( 2 方向)4)孔壁測定
X ルート2 ルート3 4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁 下( % )* 行う 全数 行わない 「JASS6 鉄骨工事 2007 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。ルート2 ルート3Y

15 ℃以上 3 日 17 日 5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否5)使用材料 コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。
コンクリート

2-2 鉄筋の継手 の材齢 5 ℃以上 5 日 25 日 28 日 判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。
による場合

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2007」表5.1溶接箇所数の数え方による。構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ 0 ℃以上 8 日 28 日コンクリート ( )普通ポルトランドセメント 高炉セメント B種Fc
7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。* 建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定 圧縮試験による場合 5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2 設計強度以上鉄筋 以下 D SD345D SD295A

a)工場溶接の場合
6-7日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説 住宅性能表示以上D SD390

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。
等級2 等級3劣化等級 ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。日本建築学会 RC規準2010 鋼管(リブ付) SKK400 SKK490

ⅲ.サンプリングの結果、不合格率が5%以内の場合はロットを合格とし、不合格率が5%を超えた場合劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ
XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5(2015), 4-6 杭打地業共通事項 は更に同一ロットの中から30箇所をサンプリングし、合計60箇所の不合格率が5%以内の場合を

が変わる場合があるので注意すること。
鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。 合格とする。不合格率が5%を超えた場合は残り全数の検査を行う。

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘] 行う( 本) 行わない
6-8 Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。 b)現場溶接の場合

2)載荷試験載荷試験 行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) * 行わない§3 仮設工事,土工事 ⅰ.全数検査とする。
§7 鉄骨工事 8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。3)SL塗布 * 行わない行う

3-1 山留め、根切り 9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査
7-1 材種及び使用箇所 ・補強マニュアル」等を参考にする。3-2 埋戻し土、盛土、残土処分 §5 鉄筋工事

7-12 鉄骨製作工場内通 し 小梁
柱 大梁 ﾌﾞﾚｰｽ規 格 名 称 鋼 材 名搬入良土* 根切り土の中の良土埋戻し土 他ダイアダイア

5-1 材種
一般構造用圧延鋼材 SS400搬入良土 国土交通省大臣認定(グレード)盛土 * 根切り土の中の良土

種 類 径 継 手 S H M R J溶接構造用圧延鋼材 SM400A SM490A* 場外搬出処分(* 自由 指定場所 )残土処分 場内地均し

16SD295A D * 重ね継手 スパイラル 工場溶接以下 SN400A

19§4 地業工事 SD345 D 重ね継手 * 溶接継手 機械継手( 級)以上 §8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事建築構造用圧延鋼材 SN400B SN490B

SD390 * 溶接継手 機械継手( 級)D 以上 SN400C SN490C基礎及びスラブ下地業 (単位mm)4-1 コンクリートブロック8-1
SD490 * 溶接継手 機械継手( 級)D 以上 一般構造用角形鋼管 STKR400 STKR490※ (1) :A 砕 石 1)種類 A B C種 種 種

場 所 捨てコンクリート厚さ 厚 さ 溶接金網 重ね継手 BCR295 2)厚さ mm 100 120 150 190:B 割栗石 冷間成形角形鋼管
1275級 P 重ね継手 スパイラル 工場溶接 BCP235 BCP325 パネルALC高強度せん断 8-2

独立,布 * 50 60 100 * A B * 60 100 150
基 礎 補強筋 785級 K SHC400B SHC400C

ベ タ * 50 100 * A B * 60 100 15060 1)使用箇所 床 屋根 外壁 内壁熱間成形角形鋼管
685級 UD UR 2)厚さ mm 75 (80) 100 120 150 175SHC490B SHC490C

地 中 梁 * 50 60 100 * A B * 60 100 150
3)外壁取り付け構法

一般構造用炭素鋼管 STK400 STK490溶接継手 突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)* ガス圧接構造スラブ * 50 60 100 * A B * 60 100 150

SSC400一般構造用軽量形鋼5-2 溶接部の検査(第三者機関による)外観検査全数
屋内 * 50 100 * A B * 60 100 15060

方 向 構 法 使 用 箇 所 備 考抜取り検査土間スラブ SNR400B建築構造用圧延棒鋼
屋外 50 60 100 * A B 60 * 100 150 (JISZ3120)引張り試験 スライド構法

縦7-2 高力ボルト
ロッキング構法1 検査ロットにつき * 3 原則 柱・梁の径毎に3本本注 (1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

高 力 ボ ル ト の 種 類 使 用 箇 所 カバープレート構法
(JISZ3062)超音波探傷試験 熱間押抜き試験 横(2)端部aは100以上とする。

ボルト止め構法a トルシア形高力ボルト * S10T 全般
1 検査ロットにつき 30 箇所4-2 設計地耐力 長期 kN/m2 短期 kN/m2 終局 kN/m2

JIS形高力ボルト F10T トルシア形が使用できない部分
不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。 押出成形セメント板8-3地耐力載荷試験 行う ( 箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) * 行わない

溶融亜鉛メッキ高力ボルト F8T 母材が亜鉛メッキされている部分 外壁取付構法及び厚さ mm1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内
4-3 地盤改良

超高力ボルト S14T 屋内環境5-3 梁貫通補強
無筋コンクリート地業 締固め工法 ソイルセメント杭 方 向 構 法 使 用 箇 所 備 考

7-3 普通ボルト,アンカーボルト補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。
縦 スライド構法ラップルコンクリートセメント系固化材撹袢 圧密排水工法

1) 材質 SS400 SS490 ( 以上)M5-4 その他 横 ロッキング構法
] ( 箇所)[ 載荷試験 一軸圧縮試験 行う * 行わない3

ABR400 ABR490 ABM400 ABM490(ABMはM24以上)基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ①一般 ②地反力を受ける
][ 六価クロム溶出試験 行う * 行わない PCa板8-4

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による) 使用する 使用しない③上載荷重が大きい場合 とする。
4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭 1)床及び屋根 床 屋根7-4 頭付きスタッド鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

PCa板単独 厚さ mm1)杭種
径 長 さ(mm) 使 用 箇 所コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。 合成板

PHC杭 A種 B種 C種
80 100 120 15016 φコンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

A種 B種 C種ST杭
19 φ 80 100 120 150 mm 現場打厚さ mm 合計厚さ mm 備 考PCa板厚さ

§6 コンクリート工事
SC杭 t mm 22 φ 100 120 150

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種 6-1 設計基準強度 (N/mm 2) 7-5 溶接材料

節杭 A種 B種 C種 * 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR52101)セメント 高炉ｾﾒﾝﾄB種 1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応 2)外壁 厚さ mm

2)工法 低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210 したものを選定する。

2)粗骨材 砂利 * 砕石 高炉ｽﾗｸﾞ骨材 人工軽量骨材 再生骨材油圧ハンマー ディーゼルハンマー打撃工法 2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

最大径(mm) * 20 25 40埋込み工法 プレボーリングセメントミルク注入工法 7-6 スカラップ形状 * スカラップ工法 ノンスカラップ工法

3)躯体 7-7 継手プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

普通コンクリート
柱 梁杭周固定液 * あり なし

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc
フランジ 高力ボルト 現場溶接 * 高力ボルト 現場溶接中掘拡大根固め工法(認定工法)

軽量コンクリート( * 1種 2種 気乾単位容積質量 * 18.5 )
ウェブ 高力ボルト 現場溶接 * 高力ボルト 現場溶接回転埋設根固め工法(認定工法)

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFc

ルート1-1

ルート1-1

１８５ 以下１８５ 以下１８５ 以下
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50 100

室内配合試験を行う

6φ＠150
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○補助筋はＤ10をピッチ

　600以内に割り付ける。

135°ﾌｯｸ付き定着

o  /4

○鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

２．機械接合

40d(45d)

主 筋 の 定 着

3 - 2

50(40)

耐 力 壁

梁

柱

非 耐 力 壁

床 ス ラ ブ

屋根スラブ

布基礎の立上り
柱・梁・床スラブ・壁

基　　礎・擁　　壁

擁　　　　　　　壁

屋　　外

屋　　外

屋　　内

屋　　内

る部分

土に接す

ない部分

土に接し

部　　　位
仕上げなし仕上げあり

かぶり厚さ
か ぶ り 厚 さ

2 - 7 鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

鉄 筋 の あ き

2 - 6

　　　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

　　　呼び名の数値ｄの1.5倍以上

2 - 4

継 手 一 般

1 - 1

基　　　　礎

ＤａＤ

50(40)

40(30) 50(40)

40(30)40(30)

30(20) 40(30)

30(20)30(20)

　かつｂ＋40

間隔：ａ≧400

ａ

ｂ
　　－ト造配筋指針・同解説」による。

１．仕様材料、工法等は構造特記仕様書による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

（Ｎ/ｍ㎡）

長さ

び重ね継手の

鉄筋の定着及

2 - 3

1.重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL2hは

　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

2.軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

一般定着の直線L2またはフック付のL2h,La,Lbの図

2 - 2

鉄 筋 の

折 り 曲 げ

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

鉄筋の 鉄筋の折

Ｄ

Ｄ

135°

180°

　

 余長
6ｄ以上

　

4ｄ以上
 余長

　 d

d

3ｄ以上

4ｄ以上

D16以下

D41以下

る区分 直径(Ｄ)
径によ 曲げ内法

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称角度

折曲げ
図

Ｄ

　

8ｄ以上
 余長

d

 90°

5ｄ以上

5ｄ以上

6ｄ以上

D19～D41

D29～D41

D25以下

鉄筋の
種類

SD295

SD345

SD390

SD490

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

少ない

多い
〇本数に差がある場合

〇フックのある場合

11 14 18 21 25 28 33 36 40 43 46

Ｄ41Ｄ38Ｄ35Ｄ32Ｄ29Ｄ25Ｄ22Ｄ19Ｄ16Ｄ13Ｄ10

記 号

最外径Ｄ

呼び径ｄ

〇フックのない場合

鉄 筋 の

2 - １

表 示 記 号

〇機械式継手表示

〇溶接継手表示

（ガス圧接，付き合せ溶接）

Ｌ3ｈ,L3h

上段 直線 Ｌ2

下段

フック付き Ｌ2ｈ,La フック付き Ｌbフック付き Ｌ1ｈ

下段

上段 直線 Ｌ1

SD490

15ｄ

15ｄ

15ｄ

(20ｄ)

( - )

( - )

20ｄ
は適用外

150以上
かつ

L3=10d
の場合

床スラブ

L3h=10d

L3=20d

40d

30d , 20d

35d

25d , 15(20)d

30d(35d)

30d

20d , 15d

25d(30d)

15d(20d),15d

25d

15d , 15d

40d(-)

30d(-),20d(-)

30(35)d,20(25)d

25(30)d,20(25)d

35d(40d)

35d(40d)

25(30)d,15(20)d

20(25)d,15(20)d

50d(-)

35d(-)

35d(45d)

25d(30d)

35d(40d)

30d(35d)

40d(45d)

30d(35d)

40d(50d)

45d(55d)

45d(50d)

35d

30d

25d(30d)

35d

25d

30d(35d)

20d(25d)

30d

20d

18

21

24～27

30～36

30～36

39～45

48～60

21

24～27

39～45

48～60

を示す
()はSD345

SD345

SD390
(SD490)
(-)は適用外

準強度

コンクリー
鉄筋の

種類

トの設計基 長さ

重ね継手の

一　般 小梁・床スラブ

定着の長さ

40d(45d)

35d(40d)

20(25)d,15(20)d

30d(35d)

上端筋 下端筋

３．構造特記仕様書２－２で政令第７３条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

　　継手重ね長さは左下表Ｌ1かつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合

　　５０ｄ）とする。

１．溶接継手

L1h

４．Ｄ35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

５．溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧縮の場

　　（溶接、機械式継手等による。）

カップラー1.4ｄ以上0.2ｄ以下

間隔：ａ≧400

ａ

ガス圧接

1.1ｄ以上

ｄ

３．重ね継手　（下記のいずれかとする。壁、スラブ筋で
Ｄ１６以下の場合を除く）L1h

1.5L1h以上

　　合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

６．突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

かつ25以上
※

※Ｄは最外径を示す

○二段筋のあきは1.5ｄとする。

●

柱

上図の　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

梁

１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

４．片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

○下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

鉄筋のフック

2 - 5

50 (40)

70 (60)

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性有効な仕上げのある場合とする。

※2 ※2

※2 ※2

※1 ※1 ※1 ※1

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

    できる。
３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で１０減の値とすることが

４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

５．柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

ａ≧400 　

0

　 h

D

500以上※

L1h

※

D

重ね継手溶接継手（機械式継手）

§２　共通事項

§３ 柱

主 筋 の 継 手

3 - 1

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

30
※

第一あばら筋

腹筋

p〃〃〃〃〃p

設計ピッチ以下

2

※ねじれ応力を受ける腹筋
○溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

○135°フックは180°フックでも可とする。

○あばら筋の加工は下図による。

　以下に割り付ける。

　合に限る。
② ③ ⑤ ⑥ ⑨ は同時打込みのスラブ付の場

○⑨ ⑩ は梁成の大きい場合。

○① はピッチ2ｐで交互配置とする。

　　は定着長さＬ とする。

副あばら筋

4 - 3

あ ば ら 筋

2巻き

D
ｅ／Ｄ≦1／6 ｅ／Ｄ＞1／6

D

L 2

(水平に定着してもよい)

e e

梁成が異なる場合

L2

0.8D以上

二段筋

ＣＬ

a
1

2

つり筋2-Ｄ13(束ね筋)以上とする。

1

a

○　定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

4 - 2

及び余長

外　柱

L2L2

D'以上

a /a ≦1/62最 上 階
D

D'以上

  /4o

全長L2
1 2a /a ＞1/6

一 般 階

2

1

a

2Ｌ

2Ｌ
a

D'以上

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

L1 L1

全長L2

※　余長D'は梁有効成とし、構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

○梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

D 拘束筋

4 - 1

主筋の継手

D   /4   /4 D

  /4

L 1

  /4o o

o o

o

DD'

梁§４

3 - 5

柱の
コンファインド

補強

補強する柱は設計図書による。(柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。)

ｂ　溶接閉鎖型帯筋＠60～75（有効間隔50程度）
ａ　スパイラル帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

○第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ

4d
以
上

○スパイラル筋の末端処理及び継手は下記の通りとする。

　1.末端は1.5巻き以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

　2.重ね継手は重ね長さ50ｄ以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

　※2.基礎梁部分は、同径で　　形＠150以下とする。

　※1.設計ピッチの1.5倍以下とする。　　形以上の場合は同径同材質で

○パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

　し、帯筋量（ｐｗ）は0.2％以上とする。

　　　　 形＠100以下とする。

第一帯筋

直交梁

第一帯筋

基礎梁 ※2

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

※1

　
　
　
　

　
　
　
　
　

p
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
p

2巻き

　

ｅ／Ｄ≦1／6

D

ＬＣ

L1

柱径が異なる場合

ｅ

　　

　

400以上

D

150以下

L1

L2h

ｅ／Ｄ＞1／6

2

2L

(水平長さ)バーサポートも可

L2

150以上

L

(L2h)

拘束帯筋

DX

※　余長D’は柱有効成(DX' DY'の大きい方)とし、

　　構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

(L2h)はＲＣ規準2010　17条によってもよい。又は右図による。

ho

　ho
ho/2+D'以上

ho/2+D'以上

副 帯 筋

3 - 3

帯 　 　 　 筋

補　助　筋

3 - 4

中　柱

1 - 2

そ の 他

ｈo・

ｈo・

ho

ｈo・

ｈo・

約0.5L１h

※柱脚は柱成D以上が望ましい。

に準拠

3/4D以上かつLa

ｅ

La,Lb

余長

La,Lb採用時全長L2

(8d以上)

(6d以上)
余長

(4d以上)
余長

L2hL2hL2hL2

180°ﾌｯｸ付き定着90°ﾌｯｸ付き定着直線定着

L2

技術評価で認められた条件を

　満足すること。

○柱頭に機械式定着を採用する場合

柱頭の配筋

柱断面

0.5D以上
L2かつ
1.5D以上 D

二重帯筋

柱・梁主筋

基礎主筋

あばら筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

スラブ筋

帯　　筋

壁　　筋

SD295

ｅ

約0.5L1h

○鉄筋のあきａは原則として下記による。

400以上

400以上

135゜フック

交互配筋

6 d以
上

6 d以
上

副帯筋(180°フックも可)

6d
以
上

6d
以
上

割りフープでも可
パネルゾーン部分は

○第一帯筋（Ｄ13以上使用の事）は梁面に入れ、

○帯筋の加工は下図による。

　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

DX'

DY
DY'

DX

4d以上 4d以上

二段配筋

巾止筋

形成筋

ニ段配筋の場合

添巻き

1.5巻以上の

d図ａ 図ａ

スパイラル筋末端部（定着部）

2dL2d5d

d

　但し、Ｄ16以下

　5ｄ以上
　両面溶接の場合
　10ｄ以上

溶接の場合

L：片面溶接の場合

ｄ

図ａ
図ｂ

図ｂ d

50ｄ以上

図ａ

スパイラル筋中間部（重ね継手）

50ｄ以上

d

図ｂ

図ｂ

9 d以
上6 d以
上

D=3d

図ａ 135°フック

D=3d

15d以上
12d以上

図ｂ 90°フック

a
a

b

主筋の定着

6d
以
上

⑧

8 d以
上

⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

6d
以
上

6d以
上

8d以上

6d以
上

b/3かつ170以上

b

⑦

①

⑥

　　仕様書及び日本建築学会「ＪＡＳＳ５（２０１５）」及び「鉄筋コンクリ

　　場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計者の指示による。

４．構造特記仕様書２－２でＪＡＳＳ５（２０１５），ＲＣ規準２０１０とした

　　参考値として左下表ＪＡＳＳ５（２０１５）にＬ1 Ｌ2を示す。

「JASS5
(2015)」

○巾止筋を設ける場合は、

　設計者の指示による。

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。(告示平12第1463号

　　　使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

3/4D以上かつLa

3/4D以上かつLa

⑩

8d以上
⑤

10ｄ

溶接

2d

2d

6 d以
上

8
d
以
上

6d
以
上

⑨

④③

6d
以
上※

8
d
以
上 キャップタイ

6d
以
上

6d
以
上②

L1h

§１　一般事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２０２０年度版

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
Ｓ－０２ ２５
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　500以上はなすこと。

D10 @1000以内で割り付ける。

ｂ）

8 - 1

階 段

8 - 2

ート

7 - 1

独 立 基 礎 10以上打増し

▽Ｇ.Ｌ

ただしかぶり厚さ50（軽量

コンクリートの場合60）の

場合は不要

7 - 2

杭 基 礎

10以上打増し

ａ

ハカマ筋

ＣＬ
▽Ｇ.Ｌ

6
0

5
0

1
0
0

D

90ﾟフックも可

4d以上15d

2
0
d
以
上

D
3
0
0
以
上

基礎と基礎梁

7 - 4

○補強部　　　　の厚さは梁巾とする。

150以上

ｔ

15
d以

上 t

20
d以

上

スラブ階段

500以上

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

t 2t

8 - 3

打増し補強

補助筋

t

梁

腹筋に準ずる

補強筋t

柱

補強筋t

②　地反力を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（4-5）による。

L1

0   /40

ＬＣ

  /6

1 1

11

Ｌ2

Ｌ3h

0

b b  /40

　柱面(基礎小梁の場合は梁面)より500以上はなすこと。Lbとれない場合

４－５a定着によってよい。

○　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし圧接の場合は

基礎小梁

び定着
の継手及

不連続端（外端） 連続端（内端）

1200≦D　　　　D10＠300以内

900≦D＜1200　4-D10(2段)

600≦D＜900 　2-D10(1段)

Ｄ＜　600 　不要

巾 止 筋

D10 @1000以内で割り付ける。

腹 　 筋

受 　 筋

つ り 筋

L小 梁 及 び

定 着

4 - 5

片 持 梁

小 梁ａ）

継 手

連続端（内端）不連続端（外端）

  /4  /4

  /6o

o o

o

o  /4 ＬＣ

1

1L

  /4

○下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

L

先端 元端

2

基 礎 小 梁

基 礎 梁 及 び

4 - 6

ｂ）

ａ）基礎梁の

  /4

ＬＣ

ＣＬ

※設計者の判断による。

0

  /4  /4

oo

2   /3＋15do

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

　　余長は　(  ≧min(D',L2)とする。1 1

①　一般(独立基礎、杭打独立基礎)

1

o

o 3/4以上かつLa

1L

o

1

　　余長　は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－４項および設計図に示す。

o o 3/4以上かつLa

3/4以上かつLa

1

継手及び

定着

L1 11

D´D

③　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手一を上下逆にする。

片 持 梁
定    着

継    手

4 - 4

補  助  筋

定着及び継手

6 - 1

②

§６

段違床

(ダブル)

程度となる様に上端に補強筋をいれる

6φ＠100
縦横共

庇

溶接金網による方法

9
0
0

900

鉄筋による方法

D－13

D－13

D10＠200

1000

L2

スラブ筋と同径で1／2ピッチ以下(≒@100)

45゜

200

各D13L1

かつスラブ厚以上

S＞tの場合は
設計図による。

S

t

屋根屋上スラブ隅角補強
セットバックを含む

1500

1
5
0
0

　　Ａ≦0.3㎡

22 LL

4－Ｄ13

4-Ｄ13

Ａ：開口面積開口補強

かつ　≦0.6ｍ かつ　≦1.0ｍ

0.3㎡＜Ａ≦1.0㎡

L
2

L2

L
2

L2
6－D13

6－D13
L
2

L
2

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

5 - 4

補 強 筋

2．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者の指示による。

1．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

縦筋※

L1

L1

L1

　ない。

○※縦筋はあばら筋加工とする。

○φが100かつD/10以下のとき、補強を必要

D
φ

D

横筋

斜筋

あばら筋と同径、同数で＠100以下とする。

　としないが、あばら筋を切断してはなら

○孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の

○梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

　3倍以上とする。

　また位置は原則として柱面から梁成D以上

　はなし、梁成の中央Ｄ/2の範囲内とする。

梁の貫通補強

4 - 7

§５

鉄筋の折り曲

5 - 1

げ 及 び 定 着

L3

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｃ

折り曲げる

ｘ
ｘ

ｘ

 
 
/
4

 
 
/
4

ｙ

ｘｘ   /4  /4

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

t

外周部は8d以上

B

肩筋D13以上 肩筋D13以上

L2
Lbかつ8/2以上

※4-5a)定着に同じ
ｘ≦ ｙ

5 - 2

継 手

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

L1

上 端 筋

下 端 筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向 Ａ　　　Ｃ　　　Ｄ

Ａ　　　Ｂ　　　　

Ｂ　　　Ｄ　　　　

標 準 継 手 位 置

120d以上又はL3h

4
d

受筋D13

L2
Ｌ2

片 持 ち

5 - 3

ス ラ ブ

スタッド溶接

補強筋

L
2

既成コンクリート杭

ａ　隅角部

○杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。

○杭頭補強筋は設計書による。

○1本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

2
0
d

○土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

　筋側に読み替える。)

○継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項（土圧面側を上端

壁の配筋は設計図書による。

○ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10@1000以内を標準とする。

6 - 2

スリット

補 強 筋

6 - 3

※

よる方法

溶接金網に

斜筋の代わりに溶接金網6φ＠100とする。

鉄筋による方法

60
0

3 0 0

300300

600

6
0
0

開口部

○開口補強筋はリストによる

150以上

耐震壁の場合は
フックを付ける。

120以下

端部

継手L 11継手L交差部

完全スリットの場合

t

t

2
5
0

2
5
0

150

○※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

○斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

D13 2－D13 4－D13

D13 2－D13 2－D13 4－D13

　－D10同ピッチ
200

スリット

(省略してもよい)

250250
w1

ス
リ

ッ
ト
材

w
2

Ｄ10＠400程度 スリット幅 W1≧25かつスリット長さの1／100

W2≧15

L2

2 L
2

2 L
2L

2

L2

L
2

L
2

L2

L
2

定
着

L
2

§７ 基 礎

壁

0

7 - 3

1

15d以上

  /4

2a

継手位置は5-2項の上端筋を下端筋に読みかえる。

べた基礎継手

及 び 定 着 20d以上
2a /a ≦1/6

Ｌ
2

※4-5a)上端筋定着に同じ

※LbかつB/2以上 肩筋 主筋の径以上

t

L3h又は20ｄ

B

a1

L
2

L2

L2

D13＠300ダブル

D16＠200以上

D13＠300ダブル

Ｄ10＠400程度

スリット材
(柱)

片持階段

主筋Ｄ13

3
0
d
以
上

3
0
d
以

上
5
0
d
以

上

§８ そ の 他

D10＠200

D10

補強筋D13以上(ダブル)
受筋D13

t≧180

　されている場合は不要。

※

L2

下端筋定着

イナズマ筋

L2

L1

L1

L3

イナズマ筋D10＠200

D10

D13

  /4  /2  /4o o

o

o

土間コンクリ

L
2

L2

D13

D10＠200

L2 (　 形でも可)

D13＠300

L
2

D10＠200

D13

D10

L2 D10＠200　　=400

20d(L2) 20d(L2)

2
0
d
(
L
2
)

○　　　は、打増し部分を示す。　　 と配筋してもよい。

定着は20d(L2) (　)は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計者の○補強筋

　50＜ｔ≦100 Ｄ13＠300

　　100＜ｔ≦200 Ｄ16＠300
　　ｔ＞300 設計図による

　　ｔ≦ 50 補強なし

 200＜ｔ≦300 Ｄ16＠200

         判断による。

8 - 4

増 築 予 定

500以上

通し配筋可

1L +50

500以上

梁

500以上 50

柱

5
0
0
以
上

5
0

壁スラブ

○増築部の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

L1+50

(増築側の鉄筋は水平定着でもよい。)

○　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

(有効せい)
かつL

(Lは必要付着長さ)

100以内

ｄo

4d以上

b

D

つり筋

斜め可

  /6   /4

ＣＬ

o

o o

o 連続端（内端）

  /4 D'以上※LbかつB/2以上

D'以上D'以上L3h

B

※
(
L
2
)

※
(
L
3
) D'

D下向き可
斜め可

D'以上

L
2

※Bが小さい場合、余長部でL2,L3とする
水平投影長さは8d以上が望ましい。

不連続端（外端）

L3又はL3h

3/4以上かつLa

全長L2

全長L2

全長L2

※
L
2

巾止筋

腹筋

4 d 以
上

15d以上

15d以上

スラブ

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。 先端に荷重がある場合

※LbかつB/2以上 ※4-5ａ)定着に同じ

大梁又は小梁に

L2定着

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

補強範囲

壁 配 筋

○定着長さはL2、及び継手長さはL1とする。

(耐震壁の場合)

5
0
d
以

上

8d以上

20d以上

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

　－D10＠200(共通)

又は、帯筋
あばら筋相当

梁

D

L1＋50

※L2

さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

縦筋

横筋

①

L2
柱梁

柱梁

※L2

③

L2

L2

土圧を
受ける壁

すべて定着する。

梁は原則として

○　　　 は、はつり部分を示す。

受筋

　※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ

　150以上 45°～90°折り曲げ、定着長さはL2かつD/2以上とする。

(通し配筋の場合は不要。)

以上

梁の上面
までのばす

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）２０２０年度版

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)
Ｓ－０３ ２５
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新築　基礎図・基礎詳細図

横筋：D10@300

縦筋：D10@300
▽F.L

金コテ押え

D13

D10

D10

D13

設定してください

F.LはG.Lより高い
位置になるように

※

防湿シート

3
00

1
50

1
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2
0 ＦＬ▽

設計ＧＬ△

5
0

6
20

▽F.L ▽設計G.L▽F.L
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4
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金コテ押え

D13 アンカーボルト
M10×160

防湿シート

D10

設定してください

F.LはG.Lより高い
位置になるように

※

▽F.L

2
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基
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設計ＧＬ▽ＦＬ▽
縦筋：D10@300

横筋：D10@300

1
50

55
0

1
70

2
0 ＦＬ▽

設計ＧＬ△

5
0

87
0

4
5
0 35
0

30
7
0

50

▽設計G.L

水
上

床
高

60
11

0

1
100F.L 勾配

表面コテ押エ

6
20

1
70

3
00

1
50

87
0

1
70

55
0

1
50

5
0

50

25
0

3
00

設計ＧＬ△
▽設計ＧＬ

120

60 60

120

60 60250

1,435 2,750

2,500

入口床面コンクリート 仕上断面
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00

D13D10

※基礎天は面取しないでください

Ｆ１基礎断面

400

30050 50

90 120 90

Ｆ２基礎断面
※基礎天は面取しないでください

Ａ－Ａ’断面

※アンカーボルトはM12でも可

400

30050 50

90 120 90
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土間下改良

※仕様は土間仕様による

設 計 地 耐 力

fe=50 KN/m2（長期）

基礎下 改良仕様

設計基準強度　Fc= 150 KN/m2

固化材添加量：100Kg/m3　有機質土用固化材

※室内配合試験は３種類検討する。
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※仕様は基礎下改良仕様による

砕石（ＲＣ－４０）　厚１００

鉄筋：Ｄ１０＠２００（ＳＣ）
防湿シート　厚０．１５

コンクリート　厚１２０　金ゴテ押え

土 間 仕 様

基礎伏図　　Ｓ＝１／３０ 地盤改良伏図　　Ｓ＝１／３０
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! 注意

アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

・・・アンカーボルト位置を示す。

砕石下：地盤改良　Ｈ＝１２５０～１０００　固化材使用量→基礎下改良使用量により
　　　　　　　　　改良底：ＧＬ－１７５０

ホース乾燥塔
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砕石下：地盤改良　Ｈ＝３００～５５０　固化材使用量５０ｋｇ/ｍ3
　　　　　　　　　改良底：ＧＬ－５００　～　－７５０

埋戻し用改良土

埋戻し土(改良土)

埋戻し用改良土

埋戻し土(改良土)

土間下表層改良

埋戻し用改良土

埋戻し土(改良土)

土間下表層改良

埋戻し用改良土

埋戻し土(改良土)

土間下表層改良

２５

※土台精度確保の為、
　水糸を張ってください。

改良深度　GL= －1.75 m

基礎下地盤改良（必要表層改良） 基礎下地盤改良（必要表層改良） 基礎下地盤改良（必要表層改良）

地盤改良

地盤改良地盤改良
基礎下 基礎下 基礎下 基礎下

基礎下

※仕様に関しては基礎下地盤改良と同添加量とする。
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〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

図 面 提 出 日

図面番号縮尺図名

印承　　認 管 理 建 築 士工事名特　記 ※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。

１級　２５６６３０号

萱室　敦司
２３

Ａ２：Ｎ／Ｓ
Ａ３：Ｎ／Ｓ

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

令和５年度（　消防　）第２０号

０８ ０１
電気設備特記仕様書

Ｅ－０１

名張市　葛尾　地内

A

パナソニック　直付ＸＬＸ２３０ＫＥＮＣＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型２０形　反射笠付型

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２１．８Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

B

パナソニック　ＬＧＷ８０１６８ＬＥ１

ＬＥＤブラケット　２０形直管蛍光灯１灯器具相当

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束８５５ｌｍ、消費電力９．７Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、防雨型、天井直付型・壁直付型、ツマミネジ方式
カバー：アクリル（乳白）

C

パナソニック　ＮＮＦ２０２９３Ｚ

ＬＥＤ赤色表示灯

光源寿命４００００時間
天井直付型・壁直付型
防雨型

① 埋 込 .隠 ぺ い 部 分     薄 鋼 電 線 管   VE管   C D管   P F管 (一 重 管 )

工 事 名 称

工 事 場 所

特記事項

③ 地 中 部 分         P E電 線 管   FE P管   HI VE管
② 露 出 部 分         薄 鋼 ･薄 鋼 電 線 管   厚 鋼 電 線 管

工 事 範 囲 配 管   配 線   機 器 取 付   引 込   引 込 み 工 事 負 担 金   警 報 設 備

工事範囲

分類

電線保護物類

配線器具

合成樹脂製可とう管､可

とう電線管､ﾌﾛｱｰﾀﾞｸ

ﾄ､各付属品

①IV､TVEF,VV

OW､DV､CV､CVV

その他ｹｰﾌﾞﾙ

②圧着端子､裸圧着ｽﾘｰﾌﾞ

③耐火､耐熱電線

ｺﾝｾﾝﾄ､ｽｲｯﾁ

電線､ｹｰﾌﾞﾙ

付属品

HIVE､FEP､CD

金属管､VE､PF

資材名 規格･ﾒｰｶｰ名等

JISﾏｰｸ等

JISﾏｰｸ等

(ｱｲｳｴｵ順)

耐火､耐熱電線認定業務委員会の認定を受けている旨の表示(JCMAﾏｰｸ)の

あるもの

JISﾏｰｸ等

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱ 山田照明㈱

日立照明㈱

ﾔﾏｷﾞﾜ電気㈱

東芝ﾗｲﾃｯｸ㈱岩崎電気㈱ 小泉産業㈱

三菱電機照明㈱

照明器具

低圧盤

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱

東芝ﾗｲﾃｯｸ㈱河村電器産業㈱ 内外電機㈱日東工業㈱ 

結束荷札ごとの納品書にJISﾏｰｸ表示のあるもの｡または､JIS規格証明書の添付できるものをいう｡

･｢JISﾏｰｸ等｣と指定された資材は､工業標準化法施行規則に基づき､製品･包装の外面､容器の外面､｢注記｣

電気設備工事指定資材見積ﾒｰｶｰ(参考)

一般事項

適 用 仕 様 書

優 先 順 位

申 請 手 続

疑   義

変   更

施 工 図

完 成 図 書

耐 震 措 置

工 事 写 真

配 線 器 具 特 別 な も の を 除 き 大 角 型 と す る

照 明 器 具

ﾌﾟﾚ ｰﾄ 新 金 属   ｽﾃ ﾝﾚ ｽ   ﾌﾙ ｶﾗ ｰ (    )

全 て LED照 明 器 具 と す る 。

電 気 方 式

照 度 測 定 行 う (各 居 室  ﾎﾟ ｲﾝ ﾄ )  行 わ な い

3φ 3W 2 10      V 6 0H z
1φ 3W  2 10 / 10 5 V 6 0H z

既 存 建 物 解 体 に 伴 う 申 請 手 続 き 費 ､及 び 撤 去 工 事 も 本 工 事 内 と す る ｡

建築概要

電気設備工事特記仕様書

日 本 建 築 家 協 会 編 ｢電 気 設 備 工 事 共 通 仕 様 書 ｣
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢電気設備工事共通仕様書｣｢電気設備工事標準図｣

1.現 場 説 明 事 項 .質 疑 応 答 書
2.本 特 記 仕 様 書
3.設 計 図 書
4.電 気 設 備 工 事 共 通 仕 様 書

工 事 に 伴 う 関 係 官 署 ､電 力 供 給 者 ､ｹｰ ﾌﾞ ﾙ ﾃﾚ ﾋﾞへ の 諸 手 続 き は 請 負 者 が
こ れ を 代 行 し ､必 要 経 費 も 本 工 事 に 含 む も の と す る ｡

設 計 図 書 の 誤 記 ､記 載 漏 れ ､又 図 面 上 納 ま り 不 明 な 事 に 起 因 す る 問 題 点 ､
疑 義 に つ い て は そ の 都 度 監 督 員 と 協 議 す る こ と ｡

設 計 図 書 に 明 記 な く と も ､外 観 上 ､機 能 上 又 は 法 規 上 当 然 必 要 と 認 め ら れ
る も の に つ い て は ､本 工 事 に 含 む も の と す る ｡

請負者は ､施工に先立ち詳細施工図を作成し監督員と打合わせを行うこと ｡

工事完成の上は各種の試験及び検査を受け ､許可証 ､検査済書 ､成績表 ､工事
写真 ､日報 ､材料搬入報告書 ､完成写真､竣工図及び取扱い説明書等を取りま
とめ提出すること ｡

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 ｢工 事 写 真 の 撮 り 方 (改 訂 版 )一 建 築 設
備編 ｣によるほか ､監督員の指示により撮影し提出する ｡
ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版とする ｡

国 土 交 通 省 住 宅 局 建 築 指 導 課 監 修 の ｢建 築 設 備 耐 震 設 計 ･施 工 指 針 ｣に
よ る ｡

電 線 管 の 使 用 区 分

露 出 配 管 (鋼 製 電 線 管 )部 分 は ､指 定 色 2回 塗 り と す る ｡

接 地 工 事 は 設 計 図 に 明 記 な き も 当 然 必 要 な 箇 所 に は 接 地 を 施 す こ と ｡

設 計 図 書 上 に 示 す ﾒｰｶｰ型 番 ･姿 図 等 は 参 考 と す る ｡

低 圧 盤 ･受 配 電 盤 等  盤 類 は 一 般 仕 様 と す る ｡

電

灯

設

備

令和５年度（消防）第20号　薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

○ 印 を 付 け た も の を 本 工 事 に 適 用 す る

電灯分電盤

NFB2P20A

NFB2P20A

AS3A
赤色灯

外灯・サイレン電源

車庫照明ｺﾝｾﾝﾄ

1Φ2W

照 明 器 具 姿 図　（※同等品可）
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平面図　　Ｓ＝１／５０

令和５年度（　消防　）第２０号

薦原分団葛尾地区消防ポンプ庫　解体及び新築工事

Ｅ-０３ ０００７２３
萱室　敦司

１級　２５６６３０号

※提供図面を元に作成しており、細部位置を確認しているものではありません。特　記 工事名 管 理 建 築 士承　　認 印

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

１級建築士事務所　　登録（三重１－１９８７号）

ＴＥＬ　0595-48-6066　　ＦＡＸ　0595-48-6067

Ｅ-mail　h.a.t＠tuba.ocn.ne.jp

〒518－0775　三重県名張市希央台5番町109番地

２０ ／ ／
Ａ２：１／５０
Ａ３：１／７１

電気設備平面図

※：凡例

備　　　考名　　　称記　　　号

参考：ﾎﾞｯｸｽ7142211＋BS2021サイレンＳＷ

150ｘ150ｘ100

丸 型 中 継 ボ ッ ク ス C25 三方出

2E

EM-IE 2.0 x2    (C19)

EM-IE 2.0 x2 E2.0(C19)

EM-IE 2.0 x3 E2.0(C25)

EM-IE 2.0 x3    (C19)

EM-IE 2.0 x4    (C25)

ｺﾝｾﾝﾄ 15Ax2接地

ｽｲｯﾁ 15A xn

分　電　盤 参考：BQNE22K

Ｓ

プルボックス
25-3

19-3

19-2

PB-1

Ｓ

赤色灯
ブラケット

サイレンＳＷ

C19 三方出

C19 二方出

丸 型 中 継 ボ ッ ク ス

丸 型 中 継 ボ ッ ク ス

※：特記無き配管配線は下記とする

※：配管塗装は下処理を施し指定色２回塗りとする。

19-3

Ｗｈ 電力計ボックス 参考：BQKR8314AK

自動点滅器AS3A 参考：EE44139

50

50

100

車 庫

Ａｘ２

平均照度

最小照度

最大照度

Ｇ１（最小／平均）

Ｇ２（最小／最大）

76.8 lx

18.5 lx

213.5 lx

0.241

0.087

器具品番

器具種類

ランプ

全光束

保守率

器具コード

取付高さ

取付台数

直付ＸＬＸ２３０ＫＥＮＣ－ＬＥ９

一体型ＬＥＤ　ｉＤ　直付反射笠付

LED5000_85_3140

3140 lm

 0.77

K0130921

2.5 m

2 台

Ａｘ２

19-219-3

19-3
25-3PB-1

wp

サイレン電源 DV2.0x2C

引込み DV2.6x2C

電力計ﾎﾞｯｸｽ

Ｃｘ１

サイレンＳＷ
Ｓ

19-3

Ｂｘ１

EM-CE3.5-2C(C25)

Ｗｈ

ED EM-IE 5.5sq(VE16)

EM-CE 5.5-2C(C25)

PB-1

照度分布図（参考）

屋外照明ＳＷ

wp 防雨露出ｽｲｯﾁ 15A 参考：WS4021

外灯ＳＷ

EM-IE 2.0 x6    (C25)

Ｗｈ

PB-1

19-3

電力引込

サイレン電源 電力計ボックス

AS3A
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